
令和５年度行政評価一覧表 　

　第5次総合計画並びに総合戦略のKPI（重要業績評価指数）についての評価を以下の(1)～(4)の手順で実施

(1)各担当部署による前年度に実施した施策・事業の評価（一次評価）

(2)各担当部署による今年度における中間評価

(3)行政評価委員会（副市長、教育長、部長級職員で構成）において(1)(2)をもとに次年度以降に向けた方向性を評価（二次評価）

(4)担当課へフィードバック

二次評価

R3 R４ R5 R6 R7 R6方向性 KPIの達成見込み・課題等 R6方向性

基本目標１：人と自然が共生し健やかに暮らせるまちづくり
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4.現状維持

認知症対応型グループホーム（定員１８名）が５月より開設し、６月からは同施設内に
認知症対応型通所介護（定員３名）が開設された。福祉用具貸与・購入サービスの実施
事業所が６月に開設し、その他市内の既存の有料老人ホーム内に訪問看護ステーショ
ン（５月開設）、訪問介護事業所（９月開設）が開設された。R４年度末をもって訪問介
護事業所が１か所廃止となったため、新設４としている。デイサービスの定員が６名増
となっており、地域包括ケアの提供体制の充実に取組むことができている。

4.現状維持
介護サービス提供事業所増設

件数
件 R2 112 1 （２） ①

適正な介護施設及び介護サービスの
確保に努めます

地域の介護サービス提供体制等の基盤整備を図る
ため、国・県の補助金を活用した整備経費に対する
支援及び整備事業所に対する相談支援を行いま
す。

国・県の補助金を活用した整備経
費に対する支援及び整備事業所
に対する相談支援

健康福祉課

4.現状維持

令和５年4月下旬に市内新町地内に３医院が開業し、今年度の
KPIは達成済。課題としては、市内の医療体制を見ると更なる
誘致が必要だが、現状新たな開業の動きはなし。今後も関係
者と連携して誘致に取組むとともに、事業承継に対する支援
についてもPRしていく。

4.現状維持進出医療機関への補助事業 健康福祉課 診療所開業支援補助件数
累計
件数

R2 111 1 （１） ②
市内への診療所等の医療機関の誘
致に取り組みます

見附市内での診療所新規開業を促進するため、支
援制度の周知を図ります。

4.現状維持

新規開業した２か所の診療所の協力により、R５年度当番医数
は目標値達成できる見込み。
しかし、今後当番医数の減少が予想され、目標の達成は難し
い。

4.現状維持休日在宅当番医数の維持 人 R2 1310 1 （１） ② 救急医療体制の充実を図ります
市立病院並びに地元医師会の協力を得ながら地域
医療体制の確立を図ります。また初期救急医療体
制の確保に努めます。

休日在宅当番医制事業 健康福祉課

4.現状維持

地域医療連携室を中心に市内開業医や近隣総合病院等との
情報共有・情報提供に努め、病病連携・病診連携を推進したこ
とで院外からの逆紹介患者数が増加している。今後も引き続
き市内開業医や近隣病院と連携を図り、紹介・逆紹介数の増
加を目指していく。

4.現状維持
医師会との連携、近隣施設との連
携会議 市立病院 紹介・逆紹介患者数の増加 件 R1

紹介1,605
逆紹介
1,333

9 1 （１） ②
市立病院の地域包括ケア病床を拠点
に近隣医療機関、近隣介護施設等と
の連携を強化します

地域医療連携室の職員を中心として、市内開業医
や市外総合病院へのあいさつ回り等を実施し、紹
介、逆紹介患者数を増やし、連携を強化します。

4.現状維持
大学との関係構築に力を入れ医師確保に取り組んでおり、今
年度も目標を達成できる見込みである。引き続き大学との連
携を深めていきたい。

4.現状維持外来診察コマ数の増加
コマ

数/週
R1 578 1 （１） ②

市立病院の診療内容の充実に取り
組みます

大学との良好な関係構築を行い連携を強化し、医
師の確保に取り組みます。

大学との関係づくり、健康寿命延
伸プロジェクト 市立病院

4.現状維持

・２年に１回のアンケートで認知度をみているためR5は評価できない。
・健診会場等で心の応援カードを配布しているほか、消防救急講習や出張健
康の駅などのイベント、広報等で相談窓口や健康の駅を周知している。
・R5より骨密度測定を再開し、健康の駅の利用者は増加したが、相談体制の
変更（看護職が週５→週３）により、相談者数は半減している。
・健康の駅に限らず、関係する相談機関を含め市全体で連携した相談体制を
構築していく必要がある。

4.現状維持自殺予防対策、健康の駅 健康福祉課 相談窓口（健康の駅）の認知度 ％ H29 46.87 1 （１） ①
健康の駅をはじめとした市民相談体
制を充実など、連携した自殺予防対
策を進めます

こころの健康やうつ病について理解する市民を増
やすと共に、相談窓口の活用促進、関係機関の連携
体制強化等により自殺予防のための支援を進めま
す。

4.現状維持 令和５年度も２２コースを維持しており、達成見込み。 4.現状維持
健幸ウォーキングロードのコー

ス数
本 R２ 22

健幸ポイント・生活習慣病予防
プログラムへの参加者数

人

R1 - 6.廃止

6 1 （１） ①
健康づくりを楽しく行える環境の整
備を図ります

市内各地域コミュニティに安全で快適に歩くことの
できる健幸ウォーキングロードを設定し、併せて健
康遊具、健幸ベンチを設置し楽しみながら行う健康
づくり環境の整備を図ります。

健康運動教室、健幸ポイント事業 健康福祉課

4.現状維持
受診者数を伸ばすには新規受診者の掘り起こし、継続受診者
の定着が必要。Ｒ６年度はこれら対象者に特化した受診勧奨を
実施予定。

4.現状維持特定・基本健診、がん検診 健康福祉課 特定健診の受診率 ％ R1 52

健康運動教室参加者数 人 R1 1,351

6.廃止

5 1 （１） ①
各種健(検)診の受診率の向上を図り
ます

特定健診を受診し、結果データが示す体の状態を
もとに生活習慣改善に取り組むことで、生活習慣病
の発症や重症化の予防を図ります。

R１ 3,150 6.廃止

6.廃止

4
医療費抑制に繋がるヘルスケア事業を行うと同時
に、その効果が相乗的に向上するようプログラム参
加者の増加を図ります。

ＳＩＢヘルスケア事業への参加者を
増加 健康福祉課

2

1 （１） ①
健康運動教室や脳の健康教室など、
体も心も元気にする介護予防を推進
します

参加者一人ひとりの体力に合わせた科学的な運動
プログラムで筋力アップを図り、体力低下や転倒骨
折を予防し、高齢者の寝たきり予防と健康増進を
図ります。

健康運動教室、脳の健康教室、健
幸ポイント事業 健康福祉課

4.現状維持 健幸フェスタで健康弁当・惣菜を販売し、他イベントでも取り組
みを実施。食育レシピの周知も引き続き行っている。 4.現状維持食生活改善事業 健康福祉課

日本型食生活に努めている人
の割合

％ H30 80.5

3

健康無関心層の行動変容を促し、ヘルスケア事業に
参加してもらうことで、参加者一人ひとりの健康増
進や生活習慣病重症化予防を図り、医療費の抑制
に努めます。

ＳＩＢヘルスケア事業による医療費
抑制 健康福祉課

健幸ポイント・生活習慣病予防
プログラム参加による医療費抑

制額
千円

4.現状維持

今年度のKPIについては達成できる見込み。課題としては、
令和4年度で国の支援が終了したことから、事業の継続性を
図るため、事業費の抑制と事業の効果の両立を図る必要があ
る。

4.現状維持

年度別ＫＰＩ（上段：目標値/下段：実績） 中間評価

1 1 （１） ①
減塩を意識した日本型食生活への改
善など、生活習慣病の予防を推進し
ます

減塩を意識した日本型食生活への改善に向けて、
市内各地域での啓発活動を行うとともに、健診結
果等に応じた個別指導を実施し生活習慣病の予防
を図ります。

主要事業の主な取り組み 主担当課 KPI指標 単位 基準値
年度
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主要事業 具体的な取り組み内容
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二次評価
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(参考：春のクリーン
作戦：1,531人）

4.現状維持

春のクリーン作戦に853人(Ｒ4は1,531人)参加した。当日
天候が悪かったため昨年度より減少した。秋のクリーン作戦は
令和元年度以来の開催となり、中部産業団地の企業を中心に
140名が参加したが、総数ではＫＰＩ達成は困難である。

4.現状維持
クリーン作戦、環境パトロール、街
並み花いっぱい運動 都市環境課 クリーン作戦参加者数 人 R1 2,18327 1 （３） ①

クリーン作戦など、市民との協働に
より不法投棄させない環境づくりを
推進します

クリーン作戦の参加者数を増やし、きれいな街づく
りを行うとともに、不法投棄されない環境をつくる
よう努めます。

4.現状維持

9月末現在、一人1日あたりのごみ排出量は859ｇ(Ｒ4は
916ｇ)となっており、昨年度より減少している。例年、年度後
期の排出量は前期と比較し減少傾向であることから、KPIは
達成に向かっている。

4.現状維持
一人1日あたりのゴミ排出量の

抑制
ｇ

以下
R1 86926 1 （３） ①

ごみの分別による再資源化を図り、
家庭や事業所のごみ減量化を推進し
ます

分別マニュアルの家庭、事業所への配布により啓発
を促進し、市民一人1日あたり排出量を削減しま
す。

分別回収（18分類）、分別マニュア
ルを家庭・事業所へ配布 都市環境課

4.現状維持

KPI数値についてはR5年5月にインターネット環境・デジタル
化に関するアンケートを実施し、88％となった。目標値には達
しなかったが、R2年度調査と比較して、5ポイントの改善と
なった。スマホ相談窓口は継続して実施し、R5年8月末時点
で約70件の相談対応を行った。

4.現状維持
高齢者を中心とした市民へのＩＣＴ
活用の啓発 企画調整課

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾝﾃﾝﾂの利用率（見附市
情報通信利用動向調査）

% Ｒ２ 8325 1 （２） ⑥
ＩＣＴへのリテラシー（理解）向上に取
り組みます

ＩＣＴの活用と理解を高める啓発活動と情報発信を
推進し、行政サービス等のデジタルコンテンツの利
用を促進し、市民の利便性向上を図ります。

5.縮小

KPI数値についてはR5年5月にインターネット環境・デジタル
化に関するアンケートを実施し、96.1％となった。目標値には
達しなかったが、R2年度調査と比較して、2.1ポイントの改善
となった。通信環境補助金については、R5年9月末時点で11
件となり、昨年よりも申請件数は減少する見込み。

4.現状維持ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ通信環境の世帯普及率 % Ｒ２ 9424 1 （２） ⑥ ＩＣＴの利用環境の整備を支援します

ＩＣＴの活用による市民の利便性向上を目的に、イン
ターネット回線等整備に対する費用補助や、イン
ターネットコンテンツの活用促進を図り、ＩＣＴ環境
の普及を図ります。

通信環境整備補助金制度等によ
る整備支援の実施 企画調整課

4.現状維持

相談会１回、街頭啓発1回、イベント時の啓発1回、保育園、中
学、高校等での啓発６回と計８回の啓発活動を実施。１１月に
相談会１回、人権講演会1回、12月に高齢者向け啓発1回の実
施予定。

4.現状維持各年代に対しての人権教室 市民税務課 啓発活動回数 回 R1 1023 1 （２） ⑤ 人権啓発を推進します
法務局や関係機関と連携した啓発活動、相談会を
開催します。

4.現状維持
人権講演会１回、教育研修は１３校で各２回実施。全体での教
育研修としては市を会場として開催された新潟県同和教育研
究集会に参加。行政・一般向け研修については8回実施。

4.現状維持講演会、研修会への参加回数 回 R1 3522 1 （２） ⑤ 人権教育を推進します
市民、教育関係者、行政職員の講演会、研修会への
参加を促します。

人権講演会 市民税務課

4.現状維持

就職経験のない方や障害認定はないが精神的に不安定だっ
たり、手厚いサポートを必要としている方が多い。就労を実現
するための一番の課題が求職への意欲を持たせること。今年
度は成果を達成することは難しい。

4.現状維持
生活困窮者及び要支援者（低所
得・障害等）への自立支援事業 健康福祉課

生活保護受給者等自立促進事
業での就職者数

人 R2 921 1 （２） ④
生活困窮者に対する有効な支援を実
施します

ハローワークと連携して支援プランを策定し、就職
支援ナビゲーター等による支援のもとで就労の実
現を図ります。

4.現状維持 達成見込みの予定。 4.現状維持
児童扶養手当受給者等に対す
る各種支援制度の広報の回数

（年）
回 R1 220 1 （２） ④ 母子･父子福祉を充実します

児童扶養手当受給者等に対する各種支援制度（自立支
援教育訓練給付金、高等職業訓練促進給付金、新潟県
貸付制度、ハローワークで実施の各種就業支援、奨学
金、養育費取り決めの支援団体等、生活困窮時の社協
実施事業等）の周知について、対象者への郵送やHPに
よる広報に努めます。

児童扶養手当等の経済的支援 こども課

4.現状維持
障害者団体のあざーると卓球バレー大会を実施し、120人が
参加し、交流を図った。目標は達成する見込み。 4.現状維持

手をつなぐ育成会補助金、レクリ
エーション活動支援事業（あざー
る障害者スポーツ）

健康福祉課
障がい者と共にするスポーツレ
クリエーション活動事業の参加

者数
人 R1 10419 1 （２） ④

福祉団体やボランティア団体等との
連携を強化し、地域での福祉活動の
充実を図ります

障害の有無に関わらず共に障害者スポーツ等を体
験することで、相互理解や社会参加へのきっかけを
創出します。

4.現状維持

自発的活動支援事業（スクラムの会）は、今年度の実施は計画
していないが、代替えとして、理解促進・啓発事業の実施を予
定しており、講演会と県聴覚障害者協会との共催によるイベ
ントを実施する。目標は達成する見込み。

4.現状維持
自発的活動支援事業の参加者

数
人 R1 3318 1 （２） ③

事業者や企業と連携しながら、障が
い者の就労を支援します

就労している障害者からの体験談発表を通して、こ
れから就労しようとしている障害者や現在就労して
いる障害者を支援します。

自発的活動支援事業（スクラムの
会）、理解促進研修・啓発事業（講
演会など）

健康福祉課

4.現状維持

９月までの利用者数は867人と昨年度と同程度の推移となっ
ている。利用者数はコロナ前の状況には戻っておらず、目標達
成は厳しい状況ではあるが、引き続きイベント等を実施しなが
ら利用者増を図っていく。

4.現状維持
地域活動支援センター事業
（あじさい業務委託） 健康福祉課

地域活動支援センターあじさい
利用者数

人 R1 2,57417 1 （２） ③
活動や訓練の場を整備し、サービス
の充実に努めます

障害者の日中の居場所として、創作的活動や社会
交流促進、生産活動の機会を提供し、自立生活の促
進と社会参加を図ります。

4.現状維持
中間評価97.3%（R5.9月末時点）と、達成見込み。
周知を継続して実施。 4.現状維持

育てにくさを感じたときに対処
できる親の割合

％ R1 9616 1 （２） ③
障害の早期発見を進め、早期支援体
制整備に努めます

ネウボラみつけにおいて発達相談、療育教室、こと
ばの相談室などを開催し就学前の子どもの成長や
発達に関する不安や悩みごとの相談に対応します。
児童発達支援センターとも連携を図ります。

児童発達支援相談事業 こども課

4.現状維持

6月開催の年金を受給しながら働くことを考えてもらう切っ掛けづくりを目
的としたセミナー参加者は１８名、起業につなげることを目的として起業創業
セミナー参加者は8名。また、7月開催の就職ガイダンスの参加者は26名で
求職者と企業のマッチングを図ることができた。また企業を50社訪問し、協
議会の周知を行った。事業最終年度を迎え、今後行われるセミナーや就職説
明会においても多くの求職者・企業に参加して頂けるよう広報活動等を行い
高年齢者の就業を支援していく。

4.現状維持
ハッピーリタイヤメント事業、生涯
現役促進地域連携事業 地域経済課

生涯現役促進地域連携事業に
おける高年齢者の就業者数

人 R1 4715 1 （２） ②
高齢者が活躍できる環境づくりに努
めます

相談窓口の充実や企業への高年齢者雇用の働きか
けなどで、働きたい高年齢者が働ける環境を整備
します。

4.現状維持
新型コロナウイルス感染症の影響が落ち着いてきたことに伴
い、参加者数はコロナ禍前の水準近くに戻ってきている。9月
末で参加者数は2,841人となった（前年同期 2,487人）。

4.現状維持悠々ライフ参加者数 人 R1 7,04814 1 （２） ②
交流と活動の場を広げ、高齢者の生
きがいづくりを推進します

定年退職などの節目に「第二の人生」を見つめ直す
とともに、楽しみながら生きがい探しや仲間づくり
をする人たちを支援します。

ハッピーリタイヤメント事業 まちづくり課

4.現状維持

ICT連携情報共有システムが浸透し新規の登録者は増えてい
るものの、既登録者死亡等による登録者数の減少もあり、目
標には届かない見込。なお、前述の理由によりKPIの見直しが
必要と思われる。

4.現状維持
認知症サポーター養成講座、見守
り協定締結、在宅医療・介護ＩＣＴ
連携情報共有システム事業

健康福祉課
ＩＣＴ連携情報共有システム登録

者数
人

R2
(1月時

点）
7313 1 （２） ①

地域の力やＩＣＴを活用して高齢者を
支えていく、地域包括ケアシステムを
整備します

支援する多職種が、登録者の医療や介護の情報を
システムにて共有することで、多職種間での円滑な
連携を図ります。
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二次評価
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年度別ＫＰＩ（上段：目標値/下段：実績） 中間評価
主要事業の主な取り組み 主担当課 KPI指標 単位 基準値

年度
基準値

項
番

基
本
目
標

基
本
施
策

主
要
施
策

主要事業 具体的な取り組み内容

29 29 29 29 29

27 29

16.0 16.5 17.0 17.5 18.0

17.1 17.1

312
(R1)

302
(R2)

292
(R3)

282
(R4)

272
(R5)

350
(R1)

345
(R2)

3 4 5 6 7

2 2

1,400 1,400 1,400 1,400 1,400

1,000 1,200

4 4 4 4 4

2.8 4.1

83 84 85 86 87

88 86

4,600 4,625 4,650 4,675 4,700

4,317 4,421

60,000 60,500 61,000 61,500 62,000

66,167 63,338

95 96 97 98 100

95 92

基本目標２：産業が元気で活力あるまちづくり

6 12 18 24 30

6 12

1 1 1 1 1

1 1

1 1 1 1 1

0 0

32 58 84 110 110

35 46

62 64 66 68 70

61.2 64.6

4.現状維持

今年度の担い手が耕作する農地面積の割合は前年並みの見
込み。担い手の若手農業者や法人に農地が集積される一方
で、高齢化等により、認定農業者の更新を行わず担い手でな
くなる農業者が一定数おり、担い手の農地面積が増えないこ
とが課題。

4.現状維持農業担い手の農地面積割合 % R1 59.642 2 （２） ①
農業担い手の育成・確保に取り組み
ます

農業の持続的な発展と農地の保全のため、担い手
となる農業者や経営体を育成するとともに、新規
就農者の確保・増大を図ります。

機構集積協力金交付事業、永続性
の高い農業法人育成事業

農林創生課

4.現状維持

今年度は猛暑により市場出荷額は低下する見込み。昨年度、
高校や小学校からのメニューを冊子にして配布するほか、そ
の中の1品をパティオにいがた10周年祭において試食頒布し
たほか、栽培者による手売りを行った。9月には市内小学生に
見附産にらの愛称募集を行い、PRを行う。

4.現状維持
経営所得安定対策推進事業、野菜
づくり等応援事業（にら１億円産
地育成計画）

農林創生課
１億円産地育成・重点取り組み

品目「にら」の販売額
百万
円

R1 4.641 2 （２） ①
儲かる農業の実現に向けた取り組み
を進めます

園芸作物の振興で農業者の所得増大と生産拡大を
目指し、重点取り組み品目のとして「にら」を推奨
し、生産と消費の両面の拡大による産地づくりに取
り組みます。

4.現状維持

現状、市内の公設の工業・産業団地は完売し、空き用地はな
い。今後、民間による企業用地の開発が見込まれており、事業
者等に制度の周知をすることで優良企業の進出を後押しす
る。

4.現状維持
新規進出の奨励企業の新規指

定数
社 R1 140 2 （１） ②

企業が立地したくなる環境づくりを
推進します

新たな工業用地など環境整備を検討し企業の誘致
を推進します。

新たな産業団地などの検討 地域経済課

4.現状維持
１０月末現在、3件について奨励企業を指定した。今後、事業の
拡充、新規進出を検討している企業に対し制度紹介を実施し
ていく。

4.現状維持企業設置奨励条例に基づく支援 地域経済課 奨励企業の新規指定数 社 R1 139 2 （１） ②
各種優遇制度により、様々な分野の
優良企業等の進出・事業拡大を支援
します

企業設置奨励条例に基づき、優良企業等の進出・事
業拡大を支援します。

4.現状維持
R５年度起業創業支援事業補助金は14件の申請があり、12件
採択・2件不採択となった。 4.現状維持起業・創業件数（５年間の累計）

累計
件数

R1
（H27
-R1）

2438 2 （１） ① 起業・創業を支援します
セミナー・講座や補助金等で、起業・創業を目指す
意欲的な個人・団体を支援します。

起業創業支援事業補助金 地域経済課

4.現状維持
団体の高齢化により、活動の負担が大きくなっていることか
ら、取組みを解除する団体もあり、快適空間づくり事業の取組
み箇所数は減少し、目標の達成は難しく下降する見込み。

4.現状維持
快適空間づくり事業の取組み箇所
数の増加 建設課 快適空間づくり事業の箇所数 箇所 Ｒ１ 9037 1 （４） ②

統一性に配慮した美しい都市空間の
形成に努めます

適切に管理された快適空間づくりの取組み箇所の
増加により､花と緑のある良好な都市空間の創出
を図ります。

4.現状維持
ガーデンクラブの高齢化や育苗作業の負担が多いことなどか
ら、活動人員の減少とともに花苗提供数が減少し、目標の達
成は難しく下降する見込み

4.現状維持
緑化団体、公共施設等への花苗

提供数
ポット R2 53,30036 1 （４） ②

自然景観との調和を図り、花と緑に
あふれた公園の整備を推進します

ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭｶﾞｰﾃﾞﾝの育苗施設で育てた花苗を年2回
市民団体や公共施設等に提供し､緑化推進とモチ
ベーションの維持を図ります｡

花苗提供、緑化助成制度の情報提
供 建設課

4.現状維持
コロナ禍の影響が継続しており、ボランティア全般の活動に参
加される延べ人数は減少していることから、目標の達成は難
しく下降する見込み。

4.現状維持
市民団体や地域団体による公園
の管理運営 建設課

公園管理に携わる市民団体､ボ
ランティアの活動延べ人数

人 Ｒ１ 4,60035 1 （４） ①
市民の力を生かした公園の管理運営
を推進します

市内外から観光で訪れる公園において､市民団体
やボランティアの人数増加により適切に管理され
た空間を整備します｡

4.現状維持
団体参加者の高齢化や団体活動の参加者減少などの影響に
より、取組みを解除する団体もあり、快適空間づくり事業の取
組み団体数は減少し、目標の達成は難しく下降する見込み。

4.現状維持快適空間づくり取組み団体数 団体 R1 8334 1 （４） ①
快適空間づくり事業などにより市民
とともに道路や公園等の景観づくり
を進めます

市民や緑化団体の活動に対して花苗提供や資材の
支援を行ない､花と緑に包まれた空間の創出に努
めます｡

花苗提供の継続、快適空間づくり
取組団体数の増加 建設課

4.現状維持
保育間伐、再造林事業を中心に実施予定。
概ね達成する見込みである。 4.現状維持

造林保育事業、森林経営管理法に
基づく森林整備事業 農林創生課 造林保育事業実施面積 ha

H30,
R1
平均

3.4633 1 （３） ③ 里山の適正な保全管理に努めます
森林組合が行う（森林所有者から受託）人工林の保
育・間伐等作業を支援し、森林の有する多面的機能
の維持・増進を図ります。

4.現状維持

新型コロナウイルス対策の制限が緩和され、コロナ禍前のイベ
ント開催内容で実施。飲食スペースの復活もあり、参加者数も
2,100人(前年比1,100人増）で会場は大いに賑わった。今後
もイベントの内容や手法などを工夫して行う。

4.現状維持
刈谷田川フェスティバル参加者

数
人 Ｒ1 1,40032 1 （３） ③ 河川空間の保全と利活用に努めます

多くの人が交流し、「かわ」に親しんでもらえるよ
う、刈谷田川河川敷を利用した刈谷田川フェスティ
バルを実施します。

かわまちづくり事業 まちづくり課

4.現状維持
公用車のエコカーは2台。エコカーの市場価格がガソリン車に
比べ高いことが課題。 4.現状維持

LED街灯設置補助、校庭芝生化、
新電力の導入、EV充電設備設置、
もみ殻燻炭作り、既存エネルギー
の種別変更（重油→灯油）により
CO2を削減する取り組み

都市環境課 市公用車エコカー数
累計
導入
台数

R1 231 1 （３） ②
環境にやさしいエネルギーの導入を
推進します

化石燃料の依存度を下げるために。エコカーや省エ
ネ機器への転換や、新電力の導入等を進めます。

4.現状維持
環境省の公表値ではCO2排出量は製造業以外は減少傾向で
ある。製造業が近年好調であることからKPIの達成は困難で
ある。

4.現状維持
環境省公表「自治体排出量カル
テ」の温室効果ガス（CO2）排

出量の抑制

千ｔ
以下

H25 37230 1 （３） ②
家庭や事業所でできる地球温暖化
対策を支援します

新エネルギー導入促進事業補助金の周知や事業所
への啓発、エコアクション等を通じ、地球温暖化対
策を啓発するよう努めます。

新エネルギー導入促進事業補助
金、事業所へのグリーンカーテン、
エコアクションの開催

都市環境課

4.現状維持
9月末現在、Ｒ5の資源化率は16.4%であり、KPIの達成に近
づきつつある。冬期間は町内の資源ごみ回収を2か月休止す
る影響で排出量は減少することが課題となっている。

4.現状維持
次期最終処分場整備、浄水発生
土・下水汚泥のリサイクル 都市環境課 資源化（リサイクル）率 ％ R1 15.029 1 （３） ①

廃棄物処理・リサイクル体制を整備し
ます

カンや古紙、プラスチック容器包装等のリサイクル
率向上に努めます。

4.現状維持
9月末現在、環境学習、講座を10回（R４は１４回）実施してい
る。乾燥生ごみの花苗交換を廃止したこともあり、昨年度より
減少した。ＫＰＩ達成は困難な見込みである。

4.現状維持
環境学習・体験学習などの実施

数
回 R1 2828 1 （３） ①

地域自らが実践する環境活動・環境
教育を支援します

環境学習講座や体験学習等を実施することにより、
見附の自然環境を感じ、かつ、大切さを学ぶ機会を
提供し、後世に繋いでいきます。

乾燥生ごみの花苗交換、学校や地
域への花苗の提供及び花育活動、
地域コミュニティーへの通学路等
の除草委託、アースプロジェクト事
業等

都市環境課
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標
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本
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主要事業 具体的な取り組み内容

35 37 40 40 40

36.4 43.3

100 100 100 100 100

100 100

50 50 50 50 50

31 31

4 5 6 7 8

3 3

6 12 18 24 30

4 9

2 2 2 2 2

- 1

1 2 3 4 5

3 3

20 20 20 20 20

13 18

6 7 8 9 10

15 29

9,600 9,700 9,800 9,900 10,000

5,130 6,368

150 160 170 180 190

176 127

10,000 10,200 10,400 10,600 10,800

- 11,600

72,000 72,000 80,000 88,000 97,000

59,811
（集計方法修正）

67,322

500 500 500 500 500

500 544

16 18 20 22 24

15 22

48 50 52 54 56

47 48

別
紙
参
照

4.現状維持
掲載企業数は48社。市ホームページ、産業応援eネットなどで
掲載企業の募集の呼びかけを実施する。 4.現状維持

市ホームページへの掲載企業
数

社 R2 4558 2 （４） ② 地元企業の情報発信を支援します
魅力あふれる地元企業の情報をホームページに掲
載することで興味を持ってもらい、企業の人材確保
を支援します。

魅力あふれる地元企業の情報を
ホームページに掲載

地域経済課

4.現状維持
今後掲載企業の募集を実施。より多くの企業に掲載してもら
えるよう広報に力を入れる。 4.現状維持

雇用情報コーナーの設置、広報見
附への掲載、新卒者向け求人情報
の発行

地域経済課
新卒者向け求人情報の掲載企

業数
社 R1 1657 2 （４） ①

地元就業に関する情報発信を充実し
ます

「新卒者向け求人情報」や「広報みつけ」で地元就業
に関する情報を発信し、地元での就業を支援しま
す。

3.拡大（費用)
R5年度は10月末時点で272件の相談があり、現在のペース
でいけば目標は達成できる。 3.拡大（費用)

専門相談員による相談受付件
数

件 R1 53656 2 （４） ① 多様な働き方を支援します
就業や労働環境等に関する様々な相談を相談を受
け付け、多様な働き方を支援します。

専門相談員による相談室開設 地域経済課

4.現状維持

現在、アクセス増加につながるような新たなコンテンツは観光物産協
会、みつかる共に掲載されていないが、年度末に向けて観光物産協
会は市内店舗情報の掲載増加、みつかるは新たなコンテンツを模索
している。今年度内にアクセス数の急増は難しいが、定期的な更新を
継続し、アクセス数の増加に努める。

4.現状維持
観光広告企画、観光パンフリ
ニューアル、SNS情報発信

地域経済課
観光WEBサイトの年間アクセス

数
アクセ

ス
R1 72,00055 2 （３） ②

各種メディアでの観光PRを強化し
ます

リニューアルした観光パンフレット（WEBサイト）に
より、見附の魅力の情報発信を推進します。

4.現状維持

とっておき百選の入場は目標に一歩届かなかったが、ガラポ
ン抽選会やふるさと納税案内など、新たな試みを実施した。会
場としていたネスパスの閉館に伴う次年度事業の組立て、ふ
るさと納税の増額に向けた取り組み及び見附さぽーたの活性
化について検討する必要がある。

4.現状維持
県外観光イベント（とっておき

百選など）来場者数
人 R1 11,61054 2 （３） ②

観光商談会や観光イベント等での見
附の売り込みに努めます

首都圏向け観光イベント「とっておき百選」を中心
に広く見附の魅力をプロモーションします。

観光商談会、とっておき百選 地域経済課

4.現状維持
「ミニ凧づくり」及び今町歴史散歩ガイドグループ なびらーず
による「まちあるき」などの参加数は増加していおり、目標達
成の見込み。後継者の育成が課題。

4.現状維持凧づくり、まち歩きガイド 地域経済課 体験型コンテンツの参加数 人 R1 15153 2 （３） ①
「凧づくり」や「まちあるき」など体験
型コンテンツの活用を図ります

市民グループや地域コミュニティと連携し、「凧づく
り」や「まち歩きガイド」の活用を進めます。

4.現状維持
コロナ禍で中止していた工場見学やバスツアーは再開されコ
ロナ以前の実施状況までは回復していないが、秋になり徐々
に増えつつあり、通常時の来場者数も増加してきている。

4.現状維持オープンファクトリー来場者数 人 R1 9,24652 2 （３） ①
ニットオープンファクトリーの充実を
支援します

全国でも稀な工場直結のファクトリーアウトレット
についてのPR強化と土日営業の支援をします。

プリメイラ土日営業支援 地域経済課

4.現状維持
行政視察として23団体がこれまで見附市を来訪した。、また
定住自立圏で実施したモニターツアーでは6団体が見附を訪
れた。

4.現状維持
モニターツアー誘致、ローズヒップ
ティ、行政視察

地域経済課
行政視察モデルコース参加団

体数
件 R2 651 2 （３） ①

付加価値ある観光施設コンテンツの
開発などの取り組みを進めます

市内企業や（一社）見附市観光物産協会と連携を図
り、行政視察観光など付加価値の高い新たな観光
メニューづくりに取り組みます。

4.現状維持

首都圏の学生から来てもらうインターンシップ事業はニット組
合が専門学校と交渉し、昨年度からインターンシップ参加を単
位として認めてもらえるようになった。昨年度は2月のみ受入
だったが今年度は6月に3名受け入れ、2月にも実施の予定
で、昨年度より受入人数は増加している。

4.現状維持
技術講習会・インターンシップ

の参加者数
人 R1 950 2 （２） ②

事業を継続するための支援を行いま
す

基幹産業であるニットの若手技術者の育成と担い
手確保に支援します。

ﾆｯﾄ塾・インターンシップの開催 地域経済課

4.現状維持
補助金については１件の申請があったが、審査の結果、不採択
となった。今のところ新たな相談が寄せられていない。補助金
を活用しない出店が今のところ1件ある見込み。

4.現状維持
まちなか賑わい事業支援補助金
（空き店舗）

地域経済課
商店街など中心市街地での出

店数（５年間の累計）
累計
件数

R1
（H27
-R1）

1149 2 （２） ② 商店街など店舗の活性化に努めます
商店街など中心市街地での出店を支援し、店舗活
性化を図ります。

4.現状維持
例年、6月と2月の年2回開催している。
R５年度は7月に１回目を開催した。第2回を2月に開催する予
定。

4.現状維持進出企業交流会の開催回数 回 R1 248 2 （２） ② 企業の連携強化に取り組みます
情報交換や人脈づくりを図る企業交流会を開催し
ます。

進出企業交流会、製造業交流会等
の開催

地域経済課

4.現状維持

R5年度は1次募集(4月)で申請のあった3件すべてに交付決定を行った。2
次募集(9月)で申請のあった1件についても、交付決定を行う見込となって
いる。また、今年度より補助額加算の対象となる、ハッピーパートナー企業パ
パママ子育て応援プラス認定企業からの申請が1件あったほか、他の2件に
ついても実績報告までに認定取得を目指している。

4.現状維持設備投資応援補助金、制度融資 地域経済課
設備投資応援補助金の申請件

数（５年間の累計）
累計
件数

R1
（H27
-R1）

24
（4/年）

47 2 （２） ② 企業の経営基盤の強化を支援します
新規企業の設備導入を増やし、市内企業の経営力
の向上を支援します。

4.現状維持

1件の申請を受けてブラッシュアップ会議を開催。その後、補
助金の交付申請があったため交付決定を行った。また、現在
新商品開発の相談を1件受けている。改めて制度の紹介を行
い、幅広い事業者から制度を活用してもらえるよう働きかけ、
目標達成を目指していく。

4.現状維持
売れる商品づくり推進事業補

助金採択件数
件 R2 346 2 （２） ② 新製品･新技術開発を支援します

新製品開発や既存商品の磨き上げなど事業者の売
れる商品づくりを支援します。

売れる商品づくり推進事業補助
金、技術懇談会

地域経済課

4.現状維持

コロナの収束や円安による国内回帰により受注は徐々に回復
しているものの、一方で事業者では人員不足で生産能力を縮
小したため、需要に応えられなかったり、納品遅れが生じるな
ど、コロナ以前の生産出荷額に回復するのは困難な状況に
なっている。

4.現状維持繊維産業販路拡大補助 地域経済課 ニット組合の製造品出荷額 億円 R1 4645 2 （２） ② 商工業者の販路拡大を支援します
高付加価値のニット製品の向上を図り、国内有数の
ニット産地としての維持継続を図れるよう支援しま
す。

4.現状維持
農地維持について、目標の100％実施は達成の見込み。併せ
て、資源向上支払交付金の加算措置にも取り組み、それぞれ
の課題解決に向けて取り組む。

4.現状維持
多面的機能支払の取り組み実

施率
％ R1 10044 2 （２） ①

農業生産基盤の確保・保全に取り組
みます

多面的機能支払（市内全集落1協定）に取り組み、農
業者と地域住民の共同活動により、農地2,467ha
の維持管理を実施します。100％実施（取り組み面
積／対象農用地面積）を目指します。

県営かんがい排水整備事業、多面
的機能支払事業

農林創生課

4.現状維持
猛暑により収穫・秋野菜の植え付けが出来なかったほか、生育
不良等により、これまで高水準で推移していた使用率は今年
度低下が見込まれます。

4.現状維持
野菜づくり等応援事業、学校給食
地場産野菜供給事業

農林創生課
学校給食における地場産野菜

の使用率（重量ベース）
％ R1 35.543 2 （２） ① 地消地産を推進します

地場産の園芸作物の生産振興を図るとともに、学
校給食における地場産野菜の安定的な供給体制を
構築し、地場産野菜の供給率の増加を目指します。
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二次評価

R3 R４ R5 R6 R7 R6方向性 KPIの達成見込み・課題等 R6方向性

年度別ＫＰＩ（上段：目標値/下段：実績） 中間評価
主要事業の主な取り組み 主担当課 KPI指標 単位 基準値

年度
基準値

項
番

基
本
目
標

基
本
施
策

主
要
施
策

主要事業 具体的な取り組み内容

40 40 40 40 40

22 19

基本目標３：安全安心な暮らしやすいまちづくり

95 97 100 100 100

93 93

10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

99 226

10,500 10,800 11,100 11,400 11,700

11,287 11,552

35.6 36.1 36.6 37.1 37.6

36.7 37.3

0.4 0.7 1.0 1.2 1.8

0.6 0.7

409 620 620 800
今町排水区
調査・設計

372 508

1 1 2 2 3

1 3

100 100 100 100 100

96 96

10 10 10 10 10

8 10

560 570 500 510 520

549 494

15 15 15 15 15

－ －

300 300 300 300 300

316 329

400 400 400 400 400

504 557

100 100 100 100 100

80 100

4.現状維持

対面式の研修が再開され始めており、全てではないが予定し
た研修へ参加して知識・技術の習得に努めている。再開され
ていない研修は、別の再開された研修に振り替えるなどして
いるため、目標を達成できる見込み。

4.現状維持
救急救命士の養成及び各種研修
受講
救急・救助資機材の計画的整備

消防本部 救急救命士の研修受講率 ％ R1 10073 3 （２） ③
高度な救急救命処置や救助活動が
可能な体制づくりを推進します

救急救命士の再教育体制を充実・強化し、高度化す
る救急業務を適切に遂行します。

4.現状維持

10月18日現在、消防用設備設置対象物274棟、小規模飲食
店14店舗、危険物施設116施設に対して立入検査を実施、法
令順守等を適切に指導した。今年度の目標指数は達成の見込
みである。

4.現状維持立入検査実施棟数 棟 R2 40072 3 （２） ②
大型店や事業所など、多数の人が利
用する建物の安全を図ります

防火対象物及び危険物施設等への立入検査を実施
し、消防用設備等の維持管理、防火管理体制、法令
遵守状況を適切に指導し、火災予防に努めます。

防火対象物及び危険物施設への
立入検査

消防本部

4.現状維持

４月に住宅用火災警報器設置状況調査を177世帯で実施。11月13
日、14日に高齢者世帯訪問調査を実施予定（２００世帯を予定）であ
る。この両調査時に、住宅用火災警報器の設置経過年数調査も併せ
て実施し、取替えを含む適切な維持管理の指導を行う。これにより、
今年度の目標指数は達成の見込みである。

4.現状維持
高齢者世帯への防火訪問指導
住宅用火災警報器の普及促進

消防本部
住宅用火災警報器の設置及び

維持管理の啓発活動件数
件 R2 28171 3 （２） ② 住宅の防火対策を強化します

住宅用火災警報器の設置状況調査及び高齢者世帯
への防火訪問指導を通じて、住宅用火災警報器の
普及啓発と適切な維持管理に務めます。

4.現状維持

町内から合同訓練ではないが、防災講話を依頼され始めるな
どコロナ禍以降で町内行事の実施について回復傾向にある。
防災スクールを7月に4件、8月に3件、９月、10月に１件ずつ
行い、防災スクールの実績も昨年度より上昇した。

4.現状維持
消防機関と連携訓練を実施し

た自主防災組織数
組織 R1 1170 3 （２） ①

市民の防火意識の高揚を図り、地域
防災を担う人材の育成と協力体制を
推進します

消防職・団員と自主防災組織の連携訓練を実施し、
地域防災力の向上を図ります。

自主防災組織と連携した訓練の
実践
幼少期からの防災教育の実施

消防本部

4.現状維持
未活動団員の整理、部の統合を含め、実情に合わせた改編を
行なった。 4.現状維持

消防団車両及び装備の充実強化
消防団員の処遇の改善

消防本部 消防団員の実員数 人 R2 55469 3 （２） ① 消防団の活性化を図ります
消防団員の確保対策を徹底し、組織の強化と活性
化を図ります。

4.現状維持

１０月末時点で、消防学校等の教育機関（新潟県消防学校）の
研修に７名の職員を派遣し、全ての課程で修了している。年度
末までに、3名の派遣（1名入校中）を予定しており、今年度の
目標を達成できる見込みである。

4.現状維持
消防職員の教育・研修機関への

派遣数
人 R1 1068 3 （２） ①

消防施設･装備の充実、人材育成を
図ります

より一層の専門的な知識・技術の習得に努めること
により、消防職員の人材育成を図ります。

消防車両及び装備の計画的整備
消防学校等教育機関での研修受
講

消防本部

4.現状維持
基本目標基準値と同等となる見込みである。事業としての目
的は概ね達成している。今後もこの状況を維持していく必要
がある。

4.現状維持田んぼダム事業 農林創生課 田んぼダム調整管の設置率 ％ R1 94.967 3 （１） ②
水田の貯水機能を活用した田んぼダ
ムの取り組みを推進します

見附地区ほ場約1,200haを活用した田んぼダム
を永続的に機能させるため、地域ぐるみで調整管
の適正な維持管理に取り組みます。
(調整管設置数／田区排水口箇所数）

4.現状維持
令和５年度は、島切窪町の地区内で新規に改良を進めており、
来年度までには合計で１路線で排水路整備を完了する予定で
あり、目標を達成する見込みである。

4.現状維持
新規に整備（改良）された排水
路の箇所数（５年間の累計）

累計
箇所

R1 066 3 （１） ② 河川改修等の災害対策を促進します
浸水被害を減らすため、排水路等の改修を進めま
す。

河川改良事業、排水路改良事業 建設課

4.現状維持

埋蔵文化財調査も完了し、R4年度からR5年度へ繰り越した
工事を現在実施している。現在、繰り越した事業の約110m区
間のうち、約80m区間が完了。残り約30m区間は3月末に完
了する見込みであり、今後も事業進捗に努める。

4.現状維持雨水幹線整備、調整池整備など 上下水道局 雨水渠整備延長（年）

ｍ/年
累計整

備
延長

R2 20965 3 （１） ②
雨水幹線整備など市街地の浸水対
策を推進します

貝喰川右岸排水区、今町排水区の雨水渠の整備し
ます。

4.現状維持
令和５年度は、市道今町田井線ほか３路線で幹線道路整備を
進めた結果、合計で約250mの整備を完了する予定であり、
目標を達成する見込みである。

4.現状維持
新規に整備（改良）された幹線
道路の延長（５年間の累計）

累計ｋ
ｍ

R1 0.364 3 （１） ② 災害に強い道路整備を推進します
災害時において緊急車両の通行を確保するため、
幹線道路の改良を進めます。

道路改良事業（幹線） 建設課

4.現状維持
計画した老朽管更新工事を全て発注済であり、達成の見込
み。 4.現状維持

今町処理場耐震化、導配水管の耐
震化

上下水道局 水道管路耐震化率 ％ R1 34.963 3 （１） ②
上下水道施設の耐震や耐水化を図り
ます

耐震性のない導配水管を耐震管へ更新します。

4.現状維持
一斉情報配信システム更新を行い、LINEなどのSNSと自動
連携したスピーディーな発信が可能になるとともに配信内容
の電話対応、外国語変換対応が可能になった。

4.現状維持緊急情報メールの登録者数 人 R1 10,11162 3 （１） ②
災害時における情報収集や確実な情
報伝達の体制を強化します

緊急情報メールの登録を促進し、災害時の情報収
集や確実な情報伝達の体制を強化します。

災害情報収集・発信ツール導入・
改良等の検討

企画調整課

4.現状維持

今年度はコロナ禍以来、4年ぶりに全市一斉避難訓練（中学生
ボランティアの訓練参加）を各町内会・自主防災組織と連携し
実施しました。訓練参加者数は、7,381人で目標は未達成で
したが、4年ぶりに災害時の初動対応の動きについて、各町内
で確認することができた。

4.現状維持総合防災訓練、原子力防災訓練 企画調整課 総合防災訓練の参加者数 人 R1 11,68161 3 （１） ①

市民参加による防災訓練の実施、原
子力防災に関する情報提供、防災シ
ステムの充実により、災害に強い体
制づくりを推進します

防災訓練参加の意義の啓発し、訓練参加者数の増
加を図ります。

4.現状維持
今年度は、文書での呼びかけではなく、未結成の町内代表へ
町内ごとに直接呼びかけを行う予定。なお、10月末現在で新
規結成は無い状況。

4.現状維持自主防災組織の組織率 ％ R1 9360 3 （１） ①
地域の力を生かしながら、災害に的
確に対応できる仕組みづくりを推進
します

自主防災組織未結成の町内への働きかけ、災害に
対応できる仕組みづくりを推進します。

自主防災組織防災資機材補助、避
難インフルエンサー、地域住民の
協力による避難所運営

企画調整課

4.現状維持
参加者数は23人であった。毎年活用する企業があるが、新た
な企業から活用してもらえるように今後、更に周知等を工夫
していきたい。

4.現状維持新人社員合同研修会の開催 地域経済課 新人社員合同研修会参加者数 人 R2 3759 2 （４） ②
地元企業への定着・人材育成を支援
します

ビジネススキルやモチベーションの向上、他社・異
業種との交流を目的とした合同研修会を開催し、
人材育成を支援するとともに、地元企業への定着
を図ります。
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二次評価

R3 R４ R5 R6 R7 R6方向性 KPIの達成見込み・課題等 R6方向性

年度別ＫＰＩ（上段：目標値/下段：実績） 中間評価
主要事業の主な取り組み 主担当課 KPI指標 単位 基準値

年度
基準値

項
番

基
本
目
標

基
本
施
策

主
要
施
策

主要事業 具体的な取り組み内容

1,200 1,200 1,200 1,200 1,200

757 622

170 170 170 170 減少

163 105

83.1 87.3 91.5 96.0 98.0

80.9 86.2

50 50 50 50 50

28 20

8 8 8 8 8

6 8

16 15 14 13 12

17 16

10 20 30 40 50

23 40

30 30 30 30 30

40 48

2 2 2 2 2

1 3

－ － 150 220 300

－ －

－ － 6 7 8

－ －

－ － 1,300 1,400 1,500

－ －

5 5 5 5 5

3 3

4 5 6 7 8

4 4

13 14 15 16 17

5 4

39.5 39.7 39.8 39.9 40.3

39.6 39.7

見附地区において、商工会青年部による新しいイベント「MM
マルシェ」が行われた。一方で従来まで実施していたイベント
は廃止が続いており、数値は昨年度を下回る見込み。今後、
様々な団体とこれまで以上に連携し、まちなかの賑わいづく
りに取り組んでいく。

4.現状維持

4.現状維持39.2 4.現状維持
令和５年度は、市道今町田井線ほか１路線で歩道新設を進め
た結果、合計で約210mの歩道整備を完了する予定であり、
目標を達成する見込みである。

歩きやすく快適な歩行空間のため、段差解消等バ
リアフリー化を行った歩道の整備を進めます。

歩車道分離整備（歩道整備事業） 建設課 バリアフリー化された歩道延長
累計ｋ

ｍ
R1

83 3 （４） ②

新たな動きとして今町地区において、10月9日に今町まちな
かコミュニティと地元関係者が連携したイベント「今町まちあ
るきマルシェ」が初開催された。今後に向け、この機運を大切
にしていきたい。地域コミュニティとの連携イベント数は昨年
度と同程度になる見込み。

4.現状維持

86 3 （４） ④
快適で安心して歩くことのできる歩
道や環境の整備を進めます

回 R1 13 4.現状維持85 3 （４） ③
地域コミュニティ等との連携による
イベント開催など賑わいづくりに取
り組みます

まちなかマルシェなどの賑わいづくりイベントを地
域コミュニティ等と連携し開催します。

手しごと市、まちなかマルシェ 地域経済課
地域コミュニティ等との連携イ

ベントの回数

4.現状維持

162 3 （４） ① 都市環境課
【R5～新規】

コミュニティバス駅前バス停留
所の1週間あたりの乗降者数

4.現状維持161 3 （４） ① 都市環境課

地域経済課
商店街などが実施するまちな

か賑わい事業の実施数
回 R1 4

4.現状維持

84 3 （４） ③
まちなかに人を呼び込み交流する機
会づくりに取り組みます

商工会や商店街、市民活動団体などが実施するま
ちなか賑わい事業や仕組みづくりを支援します。

まちなか賑わい補助金（イベン
ト）、エリアマネージャ、商店街の仕
組みづくり・働きかけ

5

4.現状維持

人 R4 0 ー

地域コミュニティゾーンにおいて、コ
ミュニティが持続できる環境を整え
ます

人 R4 1,200 ー

4.現状維持
地域コミュニティゾーン内での中古住宅取得数、市外からの転
入者（分家住宅等）による新築数の今後の見込みが不透明で
あるため、達成できるか微妙である。

地域コミュニティゾーンへの住み替えに対する補助
等により、日常生活やコミュニティ活動が持続でき
る環境づくりに努めます。

断熱改修等リフォーム事業補助
金、定住促進・健幸住宅取得補助
金、住替え促進中古住宅取得補助
金

都市環境課
地域コミュニティゾーン内に住
み替えた人への住宅取得補助

件数
件

H27
～R1
平均

都市環境課
【R5～新規】

駅交流施設の1日あたり平均利
用者数

ー

1.拡大
（人員+費用）

10/15に駅周辺でイベントを開催し、順調に推移している。今
後のイベント開催はまだ未定ではあるが、委託先のNPOと連
携して、目標を達成できるように取り組んでいく。

4.現状維持
駅周辺イベントのイベント開催

数
回/年 R1 3

【R5～新規】
駅周辺地区における新規出店

店舗数

累計
件数

R4 5

4.現状維持

82 3 （４） ①

見附駅周辺整備事業を推進し、都市
機能の誘導に取り組みます

駅周辺の渋滞緩和、公共交通の結節点機能の向
上、交流機能の強化を目的として駅周辺の再整備
に取り組みます。多くの人が利用する駅の特性を生
かし、市民自らでイベントを開催することで賑わい
を創出し、都市機能の誘導へと繋げます。

見附駅周辺整備事業、関連ソフト
事業

都市環境課

4.現状維持
全国的に住宅着工件数が減少傾向であり、当市も同様の傾向
である。引き続き事業の周知に努め、目標値に近づくようにす
る。

4.現状維持

まちなか賑わい拠点施設の利用
促進、断熱改修等リフォーム事業
補助金、定住促進・健幸住宅取得
補助金、住替え促進中古住宅取得
補助金

都市環境課
居住誘導区域内に住み替えた

人への住宅取得補助件数
件

H27
～R1
平均

3281 3 （４） ①

立地適正化計画のもと、生活サービ
ス機能や居住の誘導を図り、機能的
で利便性の高いまちづくりを進めま
す

ネーブルみつけ等のまちなか交流拠点の回遊性の
強化等により、生活サービス機能の維持・拡充を図
ります。また、新築及び中古住宅の取得に対する補
助等を通じて、居住誘導を図ります。

160 3 （４） ①

4.現状維持
R5年度、新たに13件の物件を追加掲載し、累計の目標を達
成済み。不動産協会に調査依頼中の物件もあり、今後も掲載
数が増える見込み。

4.現状維持
空き家バンク掲載件数（５年間

の累計）
累計
件数

H27
～R1
平均

1180 3 （３） ②
管理不全な空き家等の発生を抑制
する取り組みを進めます

見附不動産協会と連携して空き家バンクの運営を
行うとともに、所有者への利活用の働きかけによ
る、掲載件数の増加を図り、空き家の発生を抑制し
ます。

空き家バンク、空き店舗対策、見
附市空家等対策計画

都市環境課

4.現状維持

R5年11月現在、1件の解体を確認し、特定空家は15件となっ
た。その他の特定空家の所有者等に対し、市民の安心安全の
ため引き続き指導等を粘り強く行い、改善につなげていく。 4.現状維持

特定空家対策（助言⇒指導⇒勧告
⇒命令⇒強制執行の流れで、管理
者にアプローチ）

都市環境課 認定空家件数 件 R1 1879 3 （３） ②
管理不全な空き家等の適正管理を
促します

特定空家対策を行い、特定空家（老朽危険空き家）
の減少に努めます。

4.現状維持
随時、市のホームページで消費者被害防止広報を行った。今
後、消費者安全確保地域協議会等で啓発活動を行い、消費者
被害防止に努める。

4.現状維持
消費生活講演会・講座・啓発活

動等開催数
回 R1 778 3 （３） ①

消費者被害防止のための啓発・相談
の充実に努めます

消費者被害防止のための講座・講演会の開催、市及
び見附市消費者協会による各種啓発活動を行いま
す。

消費生活相談、消費者力UP講
座、消費生活講演会

市民税務課

4.現状維持

R5年１０月終了時点での交通事故発生件数は３６件と、昨年
度の１４件を大きく上回っている。これ以降の交通事故発生件
数を少しでも抑えるべく、引き続き啓発活動に取り組んでい
く。

4.現状維持道路照明灯修繕計画 都市環境課
交通事故発生件数
（1/1～12/31）

件
以下

R1 5377 3 （３） ①
交通安全のための環境整備に取り組
みます

交通安全に関する知識を広めるため、保育園・小学
校における交通安全教室や高齢者向けの交通安全
等啓発活動等を実施し、また、警察・交通安全協会・
交通指導員等の協力のもと啓発イベントや街頭指
導などの啓発活動も進め、交通事故発生件数の抑
制に努めます。

4.現状維持

令和5年度は町内への周知活動を行うと共に市管理の防犯灯
のLED化を進めた。町内管理の防犯灯のLED化率を進める
ため、より一層の周知活動を行い、目標を達成する見込みで
ある。

4.現状維持防犯灯LED化率 ％ R1 66.176 3 （３） ①
防犯灯の設置など、防犯環境を整備
します

防犯灯設置更新補助事業制度の周知を図り、設置
率の向上に努めます。

防犯灯設置更新費補助事業 建設課

4.現状維持
計画どおり４台の防犯カメラを３月に設置予定である。また、
7月に開設したプレイラボ周辺に追加で１台の防犯カメラを設
置する。

4.現状維持防犯訓練、緊急情報メール 市民税務課 市内での犯罪発生件数
件

以下
R1 17075 3 （３） ① 地域ぐるみの防犯活動を支援します

小学校において警察と連携した防犯訓練を実施す
ることで地域の防犯意識を高めるとともに、緊急情
報メールの発信により地域の安全安心を推進し、
犯罪発生件数を抑制します。

4.現状維持
今年度はコロナの影響も少なく、計画どおりに救急講習会を
開催でき、現時点（9月末）での達成率は、80％を超えてい
る。この状況が続けば、目標を達成できる見込みである。

4.現状維持救急講習会の受講者数 人 R1 1,20074 3 （２） ③
応急手当の知識･技術を普及し、救
命率の向上に取り組みます

救急講習会を推進し、市民による応急手当を増加
させ、救命率の向上を目指します。

救急講習会の実施 消防本部
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二次評価
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年度別ＫＰＩ（上段：目標値/下段：実績） 中間評価
主要事業の主な取り組み 主担当課 KPI指標 単位 基準値

年度
基準値

項
番

基
本
目
標

基
本
施
策

主
要
施
策

主要事業 具体的な取り組み内容

2 3 3 3 3

2 3 － － －

0.1 0.2 0.4 0.5 0.7

0.2 0.2

93 94 95 96 97

92.6 97.5

27 26 25 25 25

27.1 26.0

調査 設計 0.1 0.1 0.2

調査 設計

7.7 17.0 27.6 39.7 50.4

12.1 20.0

8.7 21.7 34.8 39.1 43.5

4.3 8.7

985 1,135 1,285 1,435 1,585

1,007 1,155

25 30 35 40 45

21 24

160 160 160 160 160

182 233

21,500 22,000 22,500 23,000 23,500

30,795 31,388

6 12 18 24 30

15 33

97.8 98.1 98.3 98.4 98.5

98.0 98.0

1.5 1.5 1.5 1.5 1.5

1.5 1.5

0 1 1 1 1

- 1

別
紙
参
照

別
紙
参
照

別
紙
参
照

別
紙
参
照

4.現状維持

「市営今町住宅外壁改修設計業務委託」が完了し、９月に「市営
今町住宅外壁改修工事」を発注予定だったが、入札不調と
なった。設計概要を変えて再入札する予定。年度内の竣工が
困難な状況であるため、繰り越し申請をする予定である。

4.現状維持
公営住宅等長寿命化計画の大規
模修繕

建設課
長寿命化計画による公営住宅

の修繕実施個所数
箇所 R1 1101 3 （７） ①

公営住宅の適正な維持管理に努め
ます

公営住宅における長寿命化のため、確実な点検の
実施と長寿命計画における計画的な維持管理修繕
を適正に実施します。

4.現状維持
物価高騰により目標延長に達成しない見込み。
更新計画は経営戦略により3億円/年を維持。 4.現状維持老朽管更新延長（年）

ｋｍ/
年

R1 1.5100 3 （７） ① 水道の安定供給を図ります 耐用年数を経過した老朽管の更新します。 配水管更新 上下水道局

4.現状維持
R5年度予定箇所の三林町管渠整備は予定どおり進捗してい
る。R5年度末(R6.3.31)目標の98.3%の目標は達成され
る見込み。

4.現状維持
下水道管整備、合併浄化槽設置の
推進、下水道施設の統廃合の検討

上下水道局 下水道普及率 ％ R1 97.399 3 （７） ①
汚水処理施設整備による生活排水
対策を図ります

下水道区域で未整備地区の汚水管渠整備、浄化槽
区域の合併浄化槽設置を推進します。

4.現状維持
「豊かな住まい」掲載物件のうち、今年度は10月末までに6件
が成約に至ったため、目標達成済み。 4.現状維持98 都市環境課

空き家バンクの活用件数（５年
間の累計）

累計
件数

R1 13

4.現状維持

9月末現在の「豊かな住まい」の閲覧数は、17,227件で、順
調に推移している。今年度新たに13件の物件を追加掲載し
た。不動産協会に調査依頼中の物件もあり、今後も掲載数が
増えるため、閲覧数も増加し、目標を達成する見込み。

4.現状維持

空き家バンクの運営、利活用の掘
起し、住替え促進中古住宅取得補
助金

都市環境課 空き家バンクの閲覧件数 件 R1 20,75097

3 （６） ② 中古住宅の流通を促進します

見附不動産協会と連携して空き家バンクの運営を
行うとともに、所有者への利活用の働きかけによ
る、掲載件数の増加により、閲覧数・成約件数の増
加を図り、中古住宅の流通を促進します。

4.現状維持
全国的に住宅着工件数が減少傾向であり、当市も同様の傾向
である。引き続き事業の周知に努め、目標値に近づくようにす
る。

4.現状維持
増加住宅数（新築件数＋中古住

宅流通件数）
件/年 R1 16996 3 （６） ② 「住み替え」を支援します

新築及び中古住宅の取得に対する補助等を通し
て、世代やライフスタイルに応じて、変化する住宅
ニーズや住環境に対応した「住み替え」の支援を図
ります。また、空き家バンクの活用を促し、「住み替
え」がしやすい環境づくりを推進します。

定住促進・健幸住宅取得補助金、
住替え促進中古住宅取得補助金

都市環境課

1.拡大
（人員+費用）

ウエルネスタウン内のモデルハウスと連携したPRや補助金を
活用して新築された方の住宅見学会を開催するなど、分譲促
進に努めているが、イベントへの集客も乏しく、分譲に結びつ
かず、KPI達成は困難な状況。

1.拡大
（人員+費用）

民間による宅地開発の誘導、ウエ
ルネスタウン分譲事業、一戸一灯
運動の推進

都市環境課 ウエルネスタウンの分譲数
累計
区画

R2 2195 3 （６） ① 優良な宅地の整備を誘導します
市自ら開発する住宅地の分譲を通じて街並みを形
成し、健幸的に暮らせる住環境のモデルとして周知
啓発を図り、優良な宅地の整備を誘導します。

94 3 （６） ①
居住性能を高めた健幸住宅の普及
を推進します

CASBEE（キャスビー）戸建基準を参考に、市が独
自に策定した見附市定住促進・健幸住宅取得判定
基準に合致する新築住宅建設に対する補助や、
ヒートショック対策につながる断熱改修等リフォー
ム工事に対する補助を行います。

断熱改修等リフォーム事業補助
金、定住促進・健幸住宅取得補助
金

都市環境課

4.現状維持
令和５年度は国の危険度判定Ⅲとなっている４橋について修
繕設計に着手した。今後修繕を行い目標値に達する予定であ
る。

4.現状維持
橋りょう長寿命化修繕計画に基づ
く修繕

建設課
１０ヶ年の計画橋りょう数に対
する修繕橋りょう数の割合

％

4.現状維持
令和５年度は大川端線ほか７路線で７，６００ｍ２修繕工事を
行う予定で目標を達成する見込みである。 4.現状維持

１０ヶ年の計画面積に対する修
繕面積の割合

％ R1 0

4.現状維持
全国的に住宅着工件数が減少傾向であり、当市も同様の傾向
である。引き続き事業の周知に努め、目標値に近づくようにす
る。

4.現状維持
健幸住宅数（健幸住宅取得補助
＋断熱補助件数）（５年間の累

計）

累計
件数

R1 549

ｋｍ ー ー91 3 （５） ②
身近な生活道路となる市道を整備し
ます

効率的で快適かつ安全な道路網の推進を図るた
め、生活道路の改良を進めます。

R2 4.393 3 （５） ②
橋りょう等の長寿命化を図るため、
適切な維持管理に努めます

橋りょう長寿命化修繕計画に基づく修繕を実施し、
適切な維持管理に努めます。

コミュニティバスの運行本数の増加により、待ち時
間の短縮を図り、利用者の利便性の向上を図りま
す。

低床バスの導入、見附駅周辺整備
事業

都市環境課

3.拡大（費用) 課題である元町2丁目地区に対しての検討を継続する。 3.拡大（費用)
コミバス運行ルートの改善、公共
交通網形成計画の見直し

都市環境課 公共交通空白地域の解消率 ％

92 3 （５） ②
道路等の適宜かつ効率的な維持管
理に努めます

舗装修繕計画に基づく修繕を実施し、道路等の適
宜かつ効率的な維持管理に努めます。

舗装等道路施設修繕計画に基づ
く修繕

建設課

4.現状維持

令和５年度は、市道庄川細越線で効率的で快適かつ安全な道
路網の推進を図るために生活道路整備を進めた結果、合計で
約80mの整備を完了する予定であり、目標を達成する見込み
である。

4.現状維持
道路改良事業（生活道路）、自転車
ﾈｯﾄﾜｰｸ路線整備

建設課
新規に整備（改良）された生活

道路の延長

89 3 （５） ①
地域公共交通機関の整備や連携強
化を図ります

公共交通を利用して気軽に移動ができるように、
各種交通手段の連携強化や運行ルートの改善等を
図り、公共交通空白地域の解消を進めます。

Ｒ１ 0.1 4.現状維持

3.拡大（費用)
バスの運転手不足が顕著となってきており、達成は困難。まず
は現在のダイヤを維持するための施策検討が急務となってい
る。

3.拡大（費用)バス待ち時間の向上 分 R2 27.990 3 （５） ①
地域公共交通を利用しやすい環境づ
くりを進めます

歩車道共存整備（まちなか散策
路・ゾーン30・グリーンベルト事
業）

建設課
新規に歩行者と車が共存でき
る歩道拡幅された道路延長（５

年間の累計）

累計
ｋｍ

5.縮小
まちなか散策路の活用を促すためのソフト事業（年2回、活用
促進キャンペーンを実施）の充実化を図る必要がある。 5.縮小都市環境課

まちなか散策路の整備箇所数
（５年間の累計）

累計
箇所

R2 1

R2 92.6

令和５年度は、市道細越嶺崎線及び本所学校町線において歩
車共存できるよう拡幅整備を進めた結果、合計で約40mの
整備を完了する予定であり、概ね目標を達成する見込みであ
る。

4.現状維持

87 3 （４） ④

歩行者と車が共存できるよう安全に
配慮した道路整備を推進します

駅と市内の主要な交流施設を徒歩で結ぶまちなか
散策路を整備し、歩くまちづくりの推進を図りま
す。併せて、路面サイン等にQRコードを埋め込み
コースマップをwebサイト上で確認できることで、
スマホで簡単に参加できる環境を構築します。

歩車道共存整備（まちなか散策
路・ゾーン30・グリーンベルト事
業）

88 3 （４） ④
歩行者と車が共存できるため、安全に配慮した歩
車道共存道路の整備を進めます。
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二次評価

R3 R４ R5 R6 R7 R6方向性 KPIの達成見込み・課題等 R6方向性

年度別ＫＰＩ（上段：目標値/下段：実績） 中間評価
主要事業の主な取り組み 主担当課 KPI指標 単位 基準値

年度
基準値

項
番

基
本
目
標

基
本
施
策

主
要
施
策

主要事業 具体的な取り組み内容

78.5 79.0 79.0 79.5 79.5

78.5 78.6

40 50 50 55 60

29.8 32.4

基本目標４：人が育ち人が交流するまちづくり

90 92 94 96 98

93 98

92 94 96 98 100

93 97

2 2 2 2 2

5 7

50 50 60 60 60

33 39

3 3 3 3 3

3 3

98 98 98 98 98

98 95

98 98 98 98 98

97 96

― 61.9 ― ― 増加

― 61.9 ― ―

95 95 95 95 95

98 98

95 95 95 95 95

98 98

2,500 2,500 2,500 2,500 2,500

2,605 2,675

90 90 90 90 90

94 94

90 90 90 90 90

92 90

別
紙
参
照

別
紙
参
照

別
紙
参
照

4.現状維持
保護者アンケーㇳ（1学期）のデータから、目標値とほぼ同等か
やや下回る数値となっており、引き続き、各学校の初期対応に
ついて支援を継続する必要がある。

4.現状維持

保護者共通アンケート「学校は
児童生徒の人間関係に対して

適切に対応していると思います
か」肯定的評価

％ R1 90116 4 （２） ②
生徒指導上の諸問題の未然防止及
び即時対応を充実します

いじめ見逃しゼロスクールの開催や、生徒指導に関
する情報交換となるシェイクハンド訪問を実施する
ことで、生徒指導上の諸問題に対する未然防止と
即時対応に取り組みます。

いじめ見逃しゼロスクールの推
進、シェイクハンド訪問

学教教育課

4.現状維持

令和4年度前期の市の児童生徒アンケートから、小学生の94％、中
学生の94％が役に立ちたいと思っている。令和5年度前期の児童生
徒アンケートのデータから市内小中学生は93％が高齢的な回答をし
ている。引き続き道徳の授業だけでなく様々な教育活動において道
徳的価値を学ぶための手立てを学校が打てるように支援する。

4.現状維持考え議論する道徳授業の推進 学教教育課
児生共通アンケート「人の役に

立つ人間になりたいと思います
か」肯定的評価

％ R1 95115 4 （２） ②
豊かな体験活動等による心の教育を
推進します

一人一人が考え議論する道徳科の授業改善を図る
ことにより、児童生徒の豊かな心を育成します。

4.現状維持
目標を達成する見込みである（9月末時点1,497冊）。今後も
出前読み聞かせ、小学校を訪問しての図書の紹介等、読書啓
発を継続していく。

4.現状維持
図書館・小学校連携システム予

約冊数
冊 R1 2,389114 4 （２） ①

読書活動や環境教育、ＩＣＴ教育を進
め、時代に応じた多様な学びの場を
充実します

図書館と小学校（見附小学校を除く7校）の蔵書
データをシステム連携し、学校から図書館の蔵書を
一括検索・予約することで読書の推進を図ります。

図書館連携、GIGAｽｸｰﾙ、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐ
ﾝｸﾞ教育

まちづくり課

4.現状維持

現在師がくは今年度の取組を進めている。授業づくり以外にも、一人
一人の教員が「学校の教職員以外の第三者」に勤務上の悩み等を相
談する機会としても位置付け、指導者・嘱託指導主事が回っている。
教師の指導力向上とともに、教師の支援を行うために取組として意
義があり、引き続き実施していく。

4.現状維持
師がく、指導力向上ドック、四時か
ら夢塾等の実施

学教教育課 師がく受講者肯定的評価 ％ R1 98113 4 （２） ①
教職員の資質及び指導力の向上を
図ります

年間２回のマンツーマン研修「師がく」や「新教師の
１０ヵ条」を活用した授業改善を進め、児童生徒の
学力向上を図ります。

4.現状維持

前期の学校評価において、市内小学校の児童アンケートによ
れば、97％の児童が肯定的な評価を挙げている一方で、全国
学力学習状況調査の児童生徒質問紙からは、一人一台端末の
使用の低さなどもうかがえるため、引き続き「授業改善」に力
を入れる。

4.現状維持
児生共通アンケート「先生は学
力が付くように熱心に教えてく

れますか」肯定的評価
％ R1 98112 4 （２） ①

主体的・対話的で深い学びを実現
し、「どの子もわかる授業づくり」を
大切にした教育を推進します

中学１年生英検５級補助や、夏季休業中にわかるできる
実感塾を開催することにより、英語に対する興味関心
を高めたり、きめ細やかな指導を充実させたりします。
また部活動外部顧問制度を充実させ、教職員の子ども
と向き合う時間を創出します。

師がく、指導力向上ドック、英検５
級補助、わかるできる実感塾、部
活動外部顧問

学教教育課

4.現状維持
公式LINE等を活用した周知を行うことで、妊産婦医療費助成
の助成対象者へのPRを強化し、経済的負担の軽減を図る。 4.現状維持

子ども医療費や妊産婦医療費の
助成、子育て応援カード等

こども課
市民アンケート「子育て世帯へ

の経済的な支援」満足度
% R4 61.9111 4 （１） ②

医療費助成等により、子育て世代の
経済的負担軽減を図ります

妊娠届出日から出産した月の翌月までの保険診療
分医療費の一部を助成し、経済的負担の軽減を図
り、安心して出産を迎えられるようにします。

4.現状維持

安心はがきの送付はR6.1月で終了し、LINEを活用した情報
発信システムを活用し周知を継続する。中間評価91.6%
（R5.9月末時点）で昨年同時期と同様に推移しており、このま
まの状況で行くと達成見込み。

4.現状維持
乳幼児健康診査の受診率

（3歳児健診）
％ R1 98110 4 （１） ②

安全安心な妊娠・出産環境の整備を
図ると共に、健診等により母子保健
の充実を図ります

妊婦健診を14回公費負担し、受診しやすい体制整
備を継続していきます。乳幼児健診では疾患の早
期発見を行います。また、ネウボラみつけで妊娠中
や育児不安などの相談に対応します。

妊婦・乳幼児健診、産前産後サ
ポートや産後ケア事業等

こども課

3.拡大（費用)
中間評価98.3%（R5.9月末時点）と達成見込み。
赤ちゃんの駅については引き続き周知を継続します。 3.拡大（費用)

ファミリーサポートセンター、赤
ちゃんの駅

こども課
この地域で子育てをしたいと思

う親の割合
（3歳児健診）

％ R1 98109 4 （１） ②
地域全体で子育てを応援する環境の
整備を図ります

地域全体で子育てにやさしいまちづくりをめざし、
ファミリーサポートセンターや赤ちゃんの駅の維持
向上を図ります。

4.現状維持 継続して周知実施のため達成見込みです。 4.現状維持相談窓口の周知回数 回 R1 3108 4 （１） ②
子育てに関する相談体制・支援体制
の充実を図ります

乳幼児健康診査、各保育園・こども園、小・中学校で
周知チラシを配布し、相談窓口を活用してもらいや
すい体制を整備します。

ネウボラでの発達支援相談、すく
すく園児応援事業、就学支援相談

こども課

1.拡大
（人員+費用）

利用組数は、少しずつ増加してきている。1歳児からの保育園
等への入園が多くあったためと思われるが、平日は乳児（0歳
児）の利用が多い。今後、年齢層を見ながら、ニーズを把握し、
利用組数の増加に努める。

1.拡大
（人員+費用）

子育て支援センター こども課
あそびの広場利用組数（１日当

り）
組 R1 48107 4 （１） ②

子育て支援センターなど、頼りにな
る支援拠点づくりとネットワーク化
を図ります

子育て家庭の不安感や孤立感を解消することを目
的として、日常的に気軽に交流できる遊びの広場
を開設します。

4.現状維持

子育てしやすい職場づくりに取り組む企業を支援しようと、有
識者による講演や先進企業による講演会を開催した。奨励金
や補助金の案内や女性活躍推進に向けたセミナー情報、出張
労働相談会開催のお知らせなどを産業応援eネット（メールマ
ガジン）等にて配信していく。

4.現状維持
職場環境づくりに関するセミ

ナーなどの情報提供回数
回 R1 2106 4 （１） ①

企業に対し、両立できる職場環境づ
くりを働きかけます

職場環境づくりに関するセミナーの案内を産業応
援eネットで配信し、働きやすい環境づくりを支援
します。

産業応援ｅネットによる情報発信 地域経済課

1.拡大
（人員+費用）

今年度96%の達成見込み。小学校4年生以上の対応につい
ては、定員に大きな空きが有る場合、入会の受入れを行って
いる。定員の都合上、小学校区によって4年生以上の受入の
可否に格差が生じている。

1.拡大
（人員+費用）

放課後児童クラブや子どもの居場
所の整備

こども課
放課後児童クラブ入会希望者
数に対する登録児童数の割合

％ R2 90105 4 （１） ①
安全安心に子どもが過ごせる場所の
整備など、児童を取り巻く環境の充
実を図ります

放課後等に保護者が不在の家庭の小学生が安全・
安心に活動できる場所を確保します。

4.現状維持 数量は確保でき、未満児の待機児童はいなかった。 4.現状維持
未満児保育申込数に対する受

入れ人数の割合
％ R2 89104 4 （１） ①

多様なニーズに対応した保育サービ
スを提供します

就労により保育が必要な家庭の児童を受入れる体
制を整えます。

未満児保育や早朝延長保育、病後
児保育等

こども課

4.現状維持
令和5年度は節水型消雪装置を３基設置する見込みで目標に
達しない見込みである。地元の理解が必要なため今後も一層
の周知を図る。

4.現状維持節水型消雪施設設置補助事業 建設課 節水型消雪装置設置率 ％ R1 23103 3 （７） ② 地下水の利用適正化を図ります
節水型消雪施設設置補助金制度の周知を図り、設
置率の向上に努めます。

4.現状維持
除雪計画と雪みち計画に基づき除雪を行う予定で目標は達成
する見込みである。 4.現状維持見附市道除雪率 ％ R1 78.5102 3 （７） ②

冬期の道路交通と歩行空間を確保し
ます

除雪委託業者及び除雪機械を拡充し、冬期の道路
交通と歩行空間の環境を整備します。

除雪計画・雪みち計画に基づく除
雪の実施

建設課
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二次評価

R3 R４ R5 R6 R7 R6方向性 KPIの達成見込み・課題等 R6方向性

年度別ＫＰＩ（上段：目標値/下段：実績） 中間評価
主要事業の主な取り組み 主担当課 KPI指標 単位 基準値

年度
基準値

項
番

基
本
目
標

基
本
施
策

主
要
施
策

主要事業 具体的な取り組み内容

95 95 95 95 95

75
（その他WEB参加

有）

７５
（その他ＷＥＢ参加

有）

100 100 100 100 100

100 100

80 80 80 80 80

81 79

50 50 50 50 50

29 46

3 3 3 3 3

3 3

35 37 40 40 40

36.4 43.3

100 100 100 100 100

100 100

100 100 100 100 100

100 100

85 85 85 85 85

- -

85 85 85 85 85

86 83

3 3 3 3 3

3 1

8 16 25 33 41

5 6

100 100 100 100 100

100 100

95 95 95 95 95

- 89.8

2.74 2.74 2.74 2.74 増加

3.9 4

別
紙
参
照

4.現状維持
令和５年度の就学相談活動が途中であるが暫定値として、相
談をした児童生徒の割合は2.3％である。引き続き就学支援
相談及び、わたぼうし相談活動等の周知をしていく。

4.現状維持
保護者等学校視察、わたぼうし相
談の実施

学教教育課
就学支援に関する相談を行っ

た児童生徒の割合
％ R1 2.74131 4 （４） ①

一人ひとりの教育的ニーズに応じた
特別支援教育を推進します

主に就学前の保護者を対象とした学校視察の実施
や、就学について悩みをもっている保護者を対象
としたわたぼうし相談員の相談活動などを実施す
ることで、きめ細やかな特別支援教育を推進しま
す。

4.現状維持
R5の講演会は、オンラインの形で8月に実施できた。引き続
き就学支援相談活動や、嘱託指導主事による学校や園訪問を
丁寧に行い、各校の現状を把握して、支援につなげていく。

4.現状維持講演会参加者肯定的評価 ％ R1 100130 4 （４） ①
教育支援、相談支援体制の充実を図
ります

嘱託指導主事による特別支援学級設置校への学校
訪問や、特別支援教育に関する講演会を実施する
ことで、各学校の教育支援及び相談体制の充実を
図ります。

学校訪問、研修会の実施 学教教育課

4.現状維持
総合的な学習の時間を核に地域の事を学ぶ学習をすべての
学校で実施している。 4.現状維持校外学習や「みつけ塾」の活用 学教教育課

年間指導計画に「ふるさと」学
習を位置付け、実施及び学習内
容の見直しを行っている小中

学校

％ R1 100129 4 （３） ②
ふるさとの歴史・文化についての学
習機会の充実を図ります

「みつけ塾」の活用や地域素材を生かした総合的な
学習の時間を展開することにより、ふるさとの歴史
や文化についての学習の充実を図ります。

4.現状維持

災害対策事業（貝喰川河川改修工事）に伴う遺跡調査を優先せざるを
得ない状況であり、今年度KPIは未達成となる見込みであり、ソフト
事業に特化した事業を行う見込み。このためＫＰＩの達成は難しい状
況。

4.現状維持
耳取遺跡整備基本計画に基づ

く整備の進捗率
％ - -128 4 （３） ②

見附の宝・誇りとして国史跡耳取遺
跡の整備活用を進めます

国史跡耳取遺跡整備基本計画に基づき、耳取遺跡
の整備と活用を進めます。

整備基本計画の策定（R2策定）と
整備の推進

まちづくり課

5.縮小
災害対策事業（貝喰川河川改修工事）に伴う遺跡調査を優先
せざるを得ない状況であり、今年度KPIは未達成となる見込
み。

4.現状維持
文化財保護審議会の運営、伝承館
の企画展事業

まちづくり課
伝承館での企画展示事業開催

回数
回 R2 3127 4 （３） ②

文化財保護とその活用による市民の
郷土理解の促進を図ります

見附市の文化財や人物、産業などの歴史郷土に関
する企画展示を行います。

4.現状維持

R5前期共通アンケートから、中学生は82％が参加していると
答えているが、中学校での差が大きい。新型コロナウイルス以
前と比べ、地域と学校の結びつきに変化があった可能性もあ
り、各校の取組を支援したい。

4.現状維持
中学生共通アンケート「地域や
コミュニティ行事に参加します

か」参加の回答
％ R1 89126 4 （３） ①

保護者、地域、行政が連携した総が
かりの教育を推進します

夏季休業期間に、保護者、地域、行政がそれぞれ特
色を生かした講座を提供することで、市民総がかり
で創る「わくわく体験塾」の充実を図ります。

わくわく体験塾の実施 学教教育課

4.現状維持

令和2年度と3年度は、新型コロナウイルス等の影響下で、市の防災訓練に
中学生の参加が見送られた。昨年市として各中学校に依頼した防災タイムラ
インの動きが合ったが、令和5年度は再び市の防災訓練に生徒が参加した。
しかし、数年間の間に学校現場でこの取組の趣旨の理解が薄れていることも
あり、参加率が低い。引き続き他課との協力の下、学校現場に取組を進めて
いく。

4.現状維持
防災スクール実施、市防災訓練へ
の中学生参加拡大

学教教育課 市防災訓練中学生参加率 ％ R1 89125 4 （３） ①
学校・家庭・地域が連携した防災体制
の充実を図ります

防災スクールを市内各校で実施することにより、災
害への意識の啓発を図ります。

4.現状維持
管理職の研修として校長会をとおして参加を呼び掛け、夏季
休業中の会に、全ての校長が参加した。 4.現状維持新任校長アドバイスの会参加率 ％ R2 100124 4 （３） ①

学校評価の充実と教育情報の積極
的な発信に努めます

市内共通アンケートの実施や、校長OB・大学教授
からの学校評価アドバイスの会を実施することによ
り、学校評価を充実し教育に関する情報を積極的
に発信します。

市内共通アンケート、学校評価ア
ドバイスの会実施

学教教育課

4.現状維持
現在年度途中であり、確認中であるが、各校がここまで年間計
画に基づき、実施している。 4.現状維持CS研修会の実施、CSナビの発行 学教教育課

学校運営協議会３回以上実施
校

％ R1 100123 4 （３） ①
みつけコミュニティ・スクールや地域
学校協働本部事業を推進します

各学校でのコミュニティスクール活動の充実に向け
た研修会の実施や、情報交換のためのCSナビを発
行することで、コミュニティスクール及び地域学校
協働活動を推進します。

4.現状維持

１学期末の時点では目標値を上回る状況であるが、今夏の猛
暑と降雨不足により年間計画で使用を予定している農作物の
収量が見通せず達成の見込みは不透明な状況。生産量の多い
地場産品目を中心に、学校給食で積極的に使用していく取組
みを維持していくことが課題。

4.現状維持
学校給食における地場産野菜

の使用率（重量ベース）
％ R1 35.5122 4 （２） ③

食育を推進し、食に関わる資質・能力
の育成を図ります

８小学校区の「小学校米」と地元産野菜を使用した
給食による郷土愛の育成と食育を進めます。

地消地産の推進、栄養教諭による
食育授業、個別指導

教育総務課

4.現状維持
R5年度数値【見附市】小　4.8％、中　16.1％ 県の罹患の数
値がまだ公表されていないが、引き続き事業の推進は必要。 4.現状維持SWS事業推進 学教教育課

小中学校のう歯（虫歯）罹患率
の県平均との差異

％以
内

R1 3121 4 （２） ③ 子どもの健康の保持増進を図ります
フッ化物洗口や歯磨き指導、喫煙防止教室等の
SWS事業を推進することにより、児童生徒の健康
の保持増進を図ります。

4.現状維持 現在体力テストの結果は集計中。 4.現状維持
小中学校12校中、体力テスト結
果（男女24項目）が県平均より

上回った項目数の割合
％ R1 45.8120 4 （２） ③

全校体制による体力向上の取り組み
を推進します

各校の特色を生かした1学校1取組やスペシャリス
ト派遣事業を実施することで、全校体制での児童生
徒一人一人の体力向上を図ります。

１学校１取組、スペシャリスト派遣
事業の実施

学教教育課

4.現状維持

令和５年度1学期は小学校が83％（前年同時期−1.9）、中学
校が７７％（前年同時+1.8）であり、市としては80％である。
引き続き多様な教育活動が展開され、子どもが生き生きと成
長できるための仕組みとして、学校を支援することが必要で
ある。

1.拡大
（人員+費用）

わくわく見附アクションプランの
活用

学教教育課
児生共通アンケート「将来の夢
や目標をもっていますか」肯定

的評価
％ R1 82119 4 （２） ② キャリア教育を推進します

各校の特色を生かした学習活動を展開するために
わくわく見附アクションプランを活用することで、
キャリア教育を推進します。

4.現状維持

シェイクハンド訪問は全ての学校に出向いている。今年度は、
学校教育課へ嘱託指導主事が1名増員され、シェイクハンド訪
問に係わるようになり、学校とセンターとが細かく連携できる
よう、支援が可能となっている。

4.現状維持
シェイクハンド訪問全小中学校

訪問率
％ R2 100118 4 （２） ②

青少年健全育成の推進と支援を図り
ます

青少年育成センターの相談活動や街頭指導活動を
実施することで、青少年の健全育成を図ります。

青少年育成センターの運営 学教教育課

4.現状維持

令和5年度は、市として単独の「人権教育、同和教育研修会」
は実施せず、「新潟県同和教育研究大会　見附大会」を悉皆の
研修として各校に参加するよう位置付けた。各校の教職員の
うち91.7％の教職員が研修に参加した。また各校では校内研
修を計画的に位置づけている。

4.現状維持
市教主催研修会、各校２回の研修
会実施

学教教育課
市教委主催研修会教職員参加

率
％ R1 87117 4 （２） ②

同和教育を中核にした人権教育を推
進します

市教主催の研修会への参加や、各校年間２回実施
する人権教育、同和教育に係る研修会を通して、教
職員の人権感覚を高め同和教育を中核とした人権
教育を推進します。
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二次評価

R3 R４ R5 R6 R7 R6方向性 KPIの達成見込み・課題等 R6方向性

年度別ＫＰＩ（上段：目標値/下段：実績） 中間評価
主要事業の主な取り組み 主担当課 KPI指標 単位 基準値

年度
基準値

項
番

基
本
目
標

基
本
施
策

主
要
施
策

主要事業 具体的な取り組み内容

継続 継続 継続 継続 継続

継続 縮小

1 1 1 1 1

1 1

調査 基本設計
基本設計
実施設計

名木野小学
校

名木野小学
校

調査 基本構想

- 増加 - 増加 増加

- 62.7

- 増加 - 増加 増加

- 60.6

50,000 50,500 51,000 51,500 52,000

30,396 37,678

300 300 300 300 300

289 296

- 50.4 - 54.1 -

- 45.3

12 13 13 14 15

10.62 10.34

110 110 110 110 110

111 111

175,000 175,000 175,000 175,000 176,000

143,502 163,086

35 35 35 35 35

39 38

- 増加 - 増加 増加

- 62.4

6 6 7 7 8

5 5

20 22 24 25 25

12 11

別
紙
参
照

別
紙
参
照

4.現状維持
現在講座を準備中。今後講師と打ち合わせを行い、1～3月を
目途に講座を実施する予定。 4.現状維持市民活動応援塾参加者数 人 R1 19146 4 （６） ②

まちづくりに積極的に関わる人材の
育成を図ります

現在活動している市民活動団体や新たに市民活動
に関わりたい方を対象に市民活動の活性化を図る
講座を開催します。

市民活動応援塾 まちづくり課

4.現状維持
ステップアップ事業（ソフト・ハード）で計４団体からの申請が
あり、交付決定を行った。要望は寄せられておらず、追加募集
は行わない見込み。

4.現状維持市民活動支援補助金事業 まちづくり課
市民活動支援補助金申請団体

数
団体 R1 7145 4 （６） ②

まちづくりに関わるＮＰＯやボラン
ティア団体を支援します

市民の自発的な活動を支援するため補助金を交付
し、団体の支援を図ります。

4.現状維持
文字サイズや文言などを統一したパブリックコメント回答様式
を作成し活用する。 4.現状維持

市民アンケート「市民と行政に
よるまちづくりの推進」満足度

％ R2 66.3144 4 （６） ②
主要施策や事業の実施について市
民参画を図ります

各種審議会や会議等へ市民委員を登用するととも
に、主要な施策・計画策定に当たってはパブリック
コメントを実施し、施策への市民意参画を図りま
す。

パブリックコメント・審議会等への
市民委員の登用

企画調整課

4.現状維持 各課より新たに事業提案があり、目標は達成する見込み。 4.現状維持コミュニティ組織の支援 まちづくり課
地域コミュニティと行政との連

携事業数
件 R2 33143 4 （６） ①

地域と行政の協働を推進し、地域コ
ミュニティによる地域自治活動を支
援します

地域コミュニティと行政が知恵や力を出し合い協働
して取り組みを図ります。

4.現状維持
新型コロナウイルスが5月に5類感染症に移行となったことも
あり、利用者は増加傾向となっている。KPIは達成の見込み。
引き続き指定管理者と協力し、利用者増に努める。

4.現状維持スポーツ施設の利用者数 - R1 174,068142 4 （５） ③
安全に運動できる施設の充実、維持
管理に努めます

利用者の安全を確保するため、施設の適正な維持
管理（改修・修繕）を行い、利用者増加を図ります。

施設維持管理 まちづくり課

4.現状維持
掲載プログラムの精査を行ったため、今年度のプログラム掲
載数は未達の見込み。関係団体へ早めに連絡等を行い、来年
度の掲載数増を目指す。

4.現状維持スポーツ団体への支援 まちづくり課
運動スポーツプログラムへのプ

ログラム掲載数
件 R1 98141 4 （５） ③

スポーツ関係団体を支援し、誰もが
スポーツを行いやすい環境づくりを
促進します

スポーツ団体等への支援を行うことで各団体の活
動の活発化を図ります。

4.現状維持
中学生の加入率が低く、今年度のKPI達成は難しい見込み。
ただし、中学校の部活動の地域クラブへの移行が始まったた
め、今後中学生の加入率上昇の可能性はあると考えている。

1.拡大
（人員+費用）

スポーツ少年団加入率 ％ R1 11.97140 4 （５） ③
幼児期の運動促進、ジュニア期の競
技力向上、指導者の確保・育成に努
めます

子どもたちがスポーツに触れるきっかけ作りや、ス
ポーツを行う場づくりを支援することで、子どもた
ちのスポーツへの関りを拡大します。

わくちゃれ（わくわくちゃれんじ運
動あそび）・地域ジュニアスポーツ
クラブ育成・各種講座の開催

まちづくり課

4.現状維持
今年度KPIは未設定。引き続き広報やHP、健幸スポーツの駅
を活用しながら市民に対して運動・スポーツ教室プログラムや
イベント等の周知を継続していく。

4.現状維持健幸スポーツの駅 まちづくり課
週1日以上スポーツや運動を

行っている成人の割合
％ H30 43.1139 4 （５） ③

スポーツ関係団体や健幸スポーツの
駅等と連携して魅力的な運動機会の
提供に努めます

市内の運動・スポーツ情報の提供、プログラムの実
施によりスポーツに関わる市民を増やします。

4.現状維持

市内中高生の出品が増加したことから、今年度のKPIは達成
できた。
次年度以降も、ギャラリー指定管理者と協力し、アウトリーチ
などにより出品者数の確保を図りたい。

4.現状維持市展出品者数 人 R2 299138 4 （５） ②
芸術作品の制作・発表の機会の提供
に努めます

市展のつどい等の講座を通じてすそ野を広げ、市
展への作品発表、サークル化、ギャラリーでの展示
をする人の増加を目指します。

市民ギャラリー事業全般・市展 まちづくり課

4.現状維持

コロナ禍が落ち着いてきたこともあり、近隣施設も多様な公
演を開催していることから、来場者の取り合いが起きており、
今年度のKPIは未達成となる見込み。
新たな客層の掘り起こし、貸館イベントの周知を積極的に行
い、来場者の増加を図る必要がある。

4.現状維持文化ホール事業全般 まちづくり課 文化ホール来館者数 人 R1 51,363137 4 （５） ②
優れた舞台芸術の鑑賞機会の提供
に努めます

自主事業公演の多様化と更なる質の向上をはかる
とともに、市民の自発的な舞台芸術活動を支援し
ます。

4.現状維持
男女共同参画事業推進懇談会を開催し、第５次男女共同参画
計画の進捗状況を確認。広報・啓発活動として地域セミナー２
回、パネル展１回実施。

4.現状維持
市民アンケート「男女が共に活

躍するまちづくり」満足度
- R2 60.0136 4 （５） ① 男女共同参画を推進します

男女共同参画事業推進懇談会による進捗状況管
理、男女共同参画についての広報・啓発および学習
機会を提供します。

男女共同参画事業推進懇談会の
実施

市民税務課

4.現状維持

学習人材バンク登録者による学校派遣では、登録者をゲスト
講師として派遣し、先生以外の方から学ぶことを体験してもら
う機会を提供している。また、自主講座開設の支援を行い、登
録者が学習の成果を活かす場を提供している。引き続き、学
習人材バンク登録者への支援等を行っていく。

4.現状維持学習人材バンク事業・公民館事業 まちづくり課
市民アンケート「生涯学習環境

の充実」
人 R2 64.9135 4 （５） ①

現代的な課題の解決に向けた学び
や活動の場を提供します

学習人材バンク事業および市民の多様なニーズの
把握、事業参画等により公民館事業の充実を図り
ます。

3.拡大（費用)

令和4年度の基本構想を踏まえた設計の実施。上半期は基本
設計として、現地調査のほか、学校職員や学校運営協議会へ
のヒアリングを行い、大まかな工事内容の検討や概算工事費
の積算を実施した。下半期は実施設計として、具体的な工事
詳細の検討を進め、次年度の工事発注に備える。

3.拡大（費用)
学校施設長寿命化計画に基づ

く施設の改修
- - -134 4 （４） ②

適切な学校施設の維持管理と老朽
化対策を推進します

学校施設長寿命化計画に基づき、長寿命化改良や
大規模改修を行い、施設の老朽化対策を進めます。

長寿命化計画（R2策定）に基づく
老朽化対策

教育総務課

4.現状維持
今年度も、道路管理者や警察と連携し、学校による通学路の
安全点検、見附市交通課題検討プロジェクトでの検討を経て、
通学路安全推進連絡協議会での検討を行う。

4.現状維持
通学支援事業、通学路安全推進連
絡協議会

教育総務課
通学路安全推進連絡協議会の

開催回数
回 R1 1133 4 （４） ② 子どもの安全安心の確保に努めます

冬期のバス等による通学支援事業や道路関係者・
学校等による通学路の安全対策を講ずる通学路安
全推進連絡協議会を実施します。

4.現状維持
教職員など学校現場への負担軽減が求められているが、同時
に脱炭素社会の実現も求められていることや、環境教育の観
点から、可能な範囲で実施する。

4.現状維持アースプロジェクト事業の実施 - R2 継続132 4 （４） ②
自然を活かした環境を守るととも
に、ＩＣＴ教育に対応した快適な学び
の空間づくりを推進します

小・中・特別支援学校で地球の環境を守るためのグ
リーンカーテンや校庭芝生の維持管理、EM菌によ
るプール清掃等に取り組みます。

アースプロジェクト事業、GIGAス
クール

教育総務課
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二次評価

R3 R４ R5 R6 R7 R6方向性 KPIの達成見込み・課題等 R6方向性

年度別ＫＰＩ（上段：目標値/下段：実績） 中間評価
主要事業の主な取り組み 主担当課 KPI指標 単位 基準値

年度
基準値

項
番

基
本
目
標

基
本
施
策

主
要
施
策

主要事業 具体的な取り組み内容

- 増加 - 増加 増加

- 71.3

2 2 2 2 2

3 10

1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

926 838

36,000 37,000 38,000 39,000 40,000

37,707 31,031

90 90 90 90 90

33 80

3,000 3,250 3,500 3,750 4,000

4,234 4,313

190 200 210 220 230

19 168

3 3 3 3 3

1 2

5 5 5 5 5

3 4

基本目標５：行政経営計画（第8次行政改革大綱）

- 増加 - 増加 増加

- 51.8

50 70 80 90 100

65 77

70 75 80 85 90

56 61

2 3 4 5 6

3 3

別
紙
参
照

別
紙
参
照

別
紙
参
照

別
紙
参
照

企業版ふるさと納税については、寄付メニューを新設。DM送
付や企業訪問等でPRするとともに今後、各課の事業実施状
況を踏まえて、目玉となる事業があればメニュー化を検討し、
新たな財源確保に務める。

4.現状維持

4.現状維持

4.現状維持

累計
事業
数

R2 2 4.現状維持159 5 （２） ④
企業版ふるさと納税やふるさと納税
など新たな収入の確保を図ります

民間企業との連携強化及び、官民協働を強力に進
めることにより、新たな収入確保と地方創生の取組
の深化を図ります。

対象事業の選定及び庁内調整
地域再生計画の認定申請

企画調整課
企業版ふるさと納税やクラウド
ファンディングの活用事業数

4.現状維持
引き続きチャットの利用率を月次で通知し、電話やメール等に
代わる連絡ツールとして利用拡大を推進している。 4.現状維持総務課

ビジネスチャットツール「LoGo
チャット」の職員利用率

％ R2 20158 5 （１） ⑦
テレワーク体制の整備・推進を検討
します。

テレワークにも活用できるビジネスチャットツール
「LoGoチャット」の全庁展開、業務活用を推し進め
ます。

ビジネスチャットツール「LoGo
チャット」の導入及び普及

18 4.現状維持
採用3年目の職員を対象としたRPA研修を予定しており、3
本以上のシナリオを作成予定。
AI-OCRについては採用して成果が出る事務を精査中。

AI技術を活用した手書き文字OCRとRPA（ロボ
ティクスプロセスオートメーション）ツールを導入し
て、行政の定型的な業務を自動化し、業務改善と生
産性の向上を目指します。

AI-OCRとRPAシステムの活用
促進

総務課
RPAで作成したシナリオ数、
AI-OCRを活用した様式数
（R1年度導入からの累計）

累計
件数

R1

R5年11月に市HPリニューアル、市公式LINEの新規導入、緊
急情報配信システムのリニューアルと今年度は情報発信にお
けるICT化を進めた。今年度はKPI対象のアンケートはない
が、ICT技術の満足度は向上していく見込み。

157 5 （１） ⑦
ＲＰＡ、ＡＩ－ＯＣＲを活用し事務の効
率化を図ります。

市民アンケート「ICT（情報通信
技術）の整備状況や体制」満足

度
％ R2 52.0 4.現状維持156 5 （１） ⑤

ＩＣＴを活用した市民サービスの向上
を推進します

社会情勢の変化や多様化する市民ニーズに的確に
対応するため、ＩＣＴ推進計画を策定し、行政サービ
スのデジタル化の検討や実装を推進します。

見附市ＩＣＴ推進計画策定及び推
進

企画調整課

4.現状維持

見附市国際交流協会に補助金を交付し、活動を支援してい
る。イベントへの参加や映画上映会の開催など、市内在住の外
国人や技能実習生との交流事業が行われている。今後も国際
理解講座や新春イベントでの連携・支援を予定しており、KPI
は達成する見込み。

4.現状維持国際交流協会事業支援 まちづくり課 交流事業支援回数 人 R1 5155 4 （７） ③ 市民の国際交流活動を支援します 国際交流活動等の支援を行います。

4.現状維持

見附市国際交流協会と連携し、１１月に国際理解講座「モンゴ
ル編」を開催予定。12月に同じく「ベトナム・ダナン編」、1月に
は「ベトナム・料理編」を開催予定。いずれも講師や内容は確定
しており、KPIは達成する見込み。

4.現状維持国際交流講座・学習会回数 人 R1 1154 4 （７） ③
市民に国際理解を深める場を提供し
ます

国際交流への理解を深めるための講座・学習会を
開催します。

国際交流講座 まちづくり課

3.拡大（費用）

9月17日に30歳の大同窓会を開催し、59人が参加。また、10月28
日には『東京みつけデー』を開催し、首都圏在住者58名が参加した。
11月12日、新潟県が東京で主催したUIターンフェアに初めて参加
し、見附のブースを訪れた13組、16人に市の魅力をPRした。年明け
に、東京で30歳までの若い世代を対象とした交流会を開催する予定
にしており、新たな交流の機会をつくっていく。

3.拡大（費用）

とっておき百選、みつけデー、まち
の駅、市外からの来訪、異業種・
30歳交流会、コシヒカリオーナー
制度

地域経済課
交流人口（東京みつけデー来場
者数+３０歳の同窓会参加者数

+他交流事業）
人 R1 181153 4 （７） ②

さまざまな場所や分野で見附の魅力
を生かした、人と人、地域と地域の
交流を推進します

首都圏での交流事業（東京みつけデー）や30歳同
窓会、その他若者の交流イベントなどの参加者の増
加を図ることにより、交流人口の拡大に取り組みま
す。

3.拡大（費用）
見附さぽーた通信をメール配信に切り替えるため、切り替え
のタイミングで会員の整理を行う。ふるさと納税は新しい返礼
品の発掘・開発を進め、ＰＲにも力を入れている。

3.拡大（費用）
関係人口数（見附さぽーた＋ふ

るさと納税件数）
人 R1 2,434152 4 （７） ②

関係人口の拡大とさまざまな関係づ
くりの場の創出に取り組みます

見附さぽーたなどの見附の応援団・ファンを増やす
とともに、関係を深め、ふるさと納税などの関係人
口の拡大につなげます。

見附さぽーた、ふるさと納税 地域経済課

3.拡大（費用）
新型コロナウイルスが、5月より5類感染症に移行となったこ
ともあり、参加人数が例年に戻る見込み。11,12,2月にしあわ
せみつけパーティー、12月にマリサポのイベントを開催予定。

3.拡大（費用）
見附市マリッジサポーター、しあわ
せ見附パーティ

まちづくり課
幸せみつけパーティ延参加者数
+マリサポお見合い延参加者数

人 R1 88151 4 （７） ①
市民や地域ぐるみで結婚しやすい環
境づくりに取り組みます

しあわせ見附パーティなどの出会いの場の創出や
マリッジサポーターなどの相談体制の構築、さらに
県のマッチングサイトの情報提供などにより、結婚
を希望ずる方を支援します。

3.拡大（費用）
現在までは昨年度とほぼ同程度のアクセス数となっている。
下半期にweb広告を実施する予定。今後、サイトの内容改善
など効果的な情報発信を検討し実施する。

3.拡大（費用）定住サイトアクセス数 件
R1

（H27
-R1）

106,387150 4 （７） ①
市の魅力の情報発信や相談体制の
充実により、転入促進を図ります

見附市の定住サイト「ハピネスみつけ」の内容を充
実することで、見附市の魅力を発信するとともに、
県の首都圏の移住相談窓口などと連携して、移住
希望者に対する相談体制を整えます。

ハピネスみつけ運営、県などと連
携した相談体制（交通費補助等）

地域経済課

4.現状維持

令和4年10月からの転入者数の状況は、好転している傾向。
今後、政策検討会議により、議論・分析された内容を踏まえ、
市の住宅、仕事、子育て等の関連施策をパッケージ化したプロ
モーションを行っていく。

4.現状維持住宅取得補助等の支援策 企画調整課
転入者数(10月～翌年9月ま

で）
人 R2 954149 4 （７） ①

市の魅力を高め、定住につながる仕
掛けづくりに取り組みます

人口ビジョンの達成に向けて、総合施策として特に
20・30代の社会動態改善につながるまちづくりに
取り組むとともに、住宅取得補助など各種支援策
を通して転入増加を図ります。

4.現状維持
9月末現在、テーマ別で3回（同じテーマで2回開催したものが
あり、重複したものを含めると全4回）、地域コミュニティで2
回開催済みであることから、おおむね達成の見込み。

4.現状維持まちづくり懇談会等実施回数 回 R1 2148 4 （６） ③
アンケートや市長への手紙など、さ
まざまな世代の市民の声の把握に努
めます

地域コミュニティ等と連携したまちづくり懇談会の
実施や、2年に1回の市民アンケートなどを通して、
市民の声の把握に努めます。

市民アンケート・まちづくり懇談
会・市長への手紙

企画調整課

4.現状維持

広報みつけを毎月発行し、特集記事やお知らせ広場などで市の施策に関す
る情報を発信した。市ホームページは、より的確な情報発信媒体となるよう
更新に向け検討を重ね、予定通り11月にリニューアルした。LINEについても
各課横断的なプロジェクトチームにより有効な情報発信手段を検討し、11月
に運用を開始した。ホームページ、LINEともに、引き続き市内外へのわかり
やすい情報発信のために効果的に運用を行っていく。

4.現状維持
広報見附、市HP・SNS等での情
報発信

企画調整課
市民アンケート「広報・広聴活

動」満足度
％ R2 74.2147 4 （６） ③

行政情報や各種情報を、さまざまな
媒体を活用し、わかりやすく市民に
発信します

月1回発行の広報みつけや市ホームページ、ＳＮＳな
ど、様々な媒体を活用して市の情報をわかりやすく
市民に届けます。
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